


C O N T E N T S

写真家　松野智久 
シリーズ大雪の四季K 

「春を告げるミズバショウ」 

エイゴのマナビカタ  
○第12回「やる気を持続するには」 
　英語学習指導員　宮地　晶子 

生涯学習情報ネットワーク  
○東川町スポーツ少年団指導者募集 
○剣道少年団員募集 
○大会結果のお知らせ 
○ひとりで悩まずにご相談ください 
○第31回ひがしかわ氷まつり写真コンテスト入賞者決まる 
○文化ギャラリー展示のご案内 

特集2
○水道事業アンケートの結果 

暮らしの情報 B O X
○年金情報 
○街なか活性化推進協議会からの中間報告 
○行政相談委員がかわります 
○東川町幼児センター一時保育の申込みについて 
○地域コミュニティ推進の検討委員を公募します○大雪遊水 
　公園パークゴルフ場協力金のお願いについて 
○まちかど通信○介護保険料の特別徴収について 
○社協通信 
○東川町老人クラブ連合会が交通安全表彰を受けるほか 

○子育てフォーラム開催ー「子育てネット」中谷通恵先生の講演 
○東川町育児支援家庭訪問事業を行っています 
○高齢者学級受講生を募集します 
○栄養教室（基礎編）のお知らせ 
○保健カレンダーほか 

保健だより（Healthy Column)

○「旬な三魚」 
（元）郷土史編集専門員　尾池　    男 
 
 

ふるさと探訪　折々の記  

○シリーズ“大雪山の素顔” 
　「春のきざし」旭岳ビジターセンター　中村直弘 
○短歌・俳句○新刊図書・ビデオ案内 
○北海道日本ハムファイターズ旭岳で優勝祈願 
○道草館だより　ほか 

C u l t u r e  L o u n g e

この水芭蕉ほど、北国に春を感じさせ
るものはないのではないでしょうか。長
かった雪に閉ざされた世界から解放さ
れ、新たな季節が始まり、心がうきうき
してくる季節です。大雪山では、湿地
帯を中心に森林限界近くまで、雪解
けを追いかけるように次 と々咲き続け
ます。 

Yakkity Yachiyo （おしゃべりやちよ） 
○「やったあ!」 
　英語指導助手（ＡＥＴ）キンバリー・マルヤマ・ヤチヨ 

特集  
○平成17年度行政／教育行政執行方針 

○写真甲子園2004　本戦出場選手の声 
写真の町情報館  

○4月1日から手数料料金がかわります 
i n fo rma t i o n

○教職員の異動 



  

　
今
年
は
開
拓
１１０
周
年
、
写
真
の
町

宣
言
２０
周
年
の
節
目
の
年
で
あ
り
ま

す
。
早
い
も
の
で
住
民
の
皆
様
か
ら

町
長
と
い
う
辞
令
を
い
た
だ
き
３
年

目
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

今
、
私
た
ち
に
は
先
人
の
開
拓
に
学

び
な
が
ら
、
新
し
い
時
代
の
流
れ
に

順
応
で
き
る
施
策
を
展
開
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。 

　
私
は
行
政
が
行
う
べ
き
業
務
は
、

常
に
「
住
民
の
福
祉
向
上
」
に
あ
る

べ
き
と
考
え
、
そ
の
福
祉
を
大
き
く

「
住
民
の
繁
栄
、
住
民
の
安
全
・
安

心
、
住
民
の
幸
福
」の
３
つ
に
分
け
、

議
会
を
始
め
、
住
民
の
皆
様
の
ご
理

解
を
い
た
だ
き
各
種
の
施
策
の
展
開

を
図
り
、
基
礎
自
治
体
と
し
て
の
基

盤
機
能
の
充
実
に
努
め
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。 

   

　
行
財
政
執
行
の
基
本
的
な
考
え
方

は
、
受
動
的
、
待
ち
の
姿
勢
で
は
な

く
積
極
的
、
能
動
的
な
姿
勢
で
運
営

に
当
た
っ
て
い
き
ま
す
。
国
が
実
施

す
る
三
位
一
体
の
改
革
の
動
向
に
も

注
視
し
な
が
ら
、
職
員
と
と
も
に
厳

し
い
状
況
を
共
有
し
、
自
律
（
立
）

姿
勢
を
基
本
と
し
て
各
種
の
施
策
の

展
開
を
図
り
ま
す
。 

　
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
住
民
福

祉
の
維
持
向
上
を
図
り
、
持
続
可
能

な
基
礎
自
治
体
運
営
に
は
行
政
コ
ス

ト
の
縮
減
が
恒
久
的
な
課
題
と
な
っ

て
お
り
、
今
年
は
よ
り
具
体
的
な
コ

は
じ
め
に 

行
財
政
運
営
の
基
本
的 

な
考
え
方 

　平成１７年第１回東川町議会定例会が開催さ
れ、初日となる３月９日、松岡市郎町長なら
びに三宅良昌教育長が平成１７年度の町行政な
らびに教育行政の執行方針を述べました。 
住民の皆様にお知らせします。 



ス
ト
縮
減
の
指
標
を
項
目
毎
に
定
め

て
、
目
標
達
成
に
職
員
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
み
ま
す
。 

　
特
に
、
今
年
は
３
つ
の「
チ
」（
ｃ

ｈ
ａ
）
を
重
視
し
た
自
治
体
を
目
指

し
ま
す
。 

●
チ
ェ
ン
ジ
（
Ｃ
ｈ
ａ
ｎ
ｇ
ｅ
）: 

変
化
に
順
応
す
る
自
治
体 

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
（
Ｃ
ｈ
ａ
ｌ
ｌ
ｅ
ｎ

ｇ
ｅ
）:

目
標
を
持
っ
て
挑
戦
す
る

自
治
体 

●
チ
ャ
ン
ス
（
Ｃ
ｈ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
）: 

好
機
を
生
か
す
自
治
体 

　
更
に
、
昨
年
は
大
変
に
災
害
が
多

い
年
で
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
昨
年

の
教
訓
に
学
び
な
が
ら
、
住
民
の
皆

様
が
よ
り
安
心
し
、
よ
り
安
全
に
生

活
で
き
る
よ
う
な
必
要
最
小
限
の
地

域
防
災
体
制
の
強
化
も
図
っ
て
い
く

考
え
で
あ
り
ま
す
。 

               

〜
個
性
あ
る
基
礎
自
治
体
づ
く
り
を

目
指
し
て
〜 

　
「
写
真
の
町
」東
川
町
の
誇
り
は
、

大
雪
の
豊
か
な
自
然
の
恵
み
と
人
々

が
織
り
な
す
文
化
で
あ
り
ま
す
。
特

に
、
北
海
道
最
高
峰
旭
岳
に
降
る
雪

の
結
晶
は
日
本
一
素
晴
ら
し
い
も
の

と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
融
雪

水
は
、
「
お
い
し
い
水
」
伏
流
水
の

源
、
ま
た
二
酸
化
炭
素
を
安
定
さ
せ

る
豊
か
な
森
林
資
源
を
涵
養
す
る「
う

ま
い
空
気
」
の
源
で
あ
り
、
更
に
日

本
人
の
食
文
化
の
基
本
で
あ
り
ま
す

「
お
い
し
い
健
康
な
お
米
や
野
菜
」

の
源
に
も
な
っ
て
お
り
ま
す
。
人
々

の
健
康
の
源
、エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源「
水
」

が
、
私
た
ち
東
川
町
民
の
自
慢
と
誇

り
で
あ
り
ま
す
。
「
飲
水
思
（
懐
）

源
」
と
い
う
言
葉
が
中
国
に
あ
る
と

教
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
常
に
施
策
の

原
点
を
見
つ
め
な
が
ら
「
住
ん
で
よ

し
　
来
て
よ
し
」
の
個
性
と
魅
力
あ

る
基
礎
自
治
体
づ
く
り
を
、
今
年
も

次
の
項
目
を
重
点
と
し
て
推
進
し
て

い
き
ま
す
。 

□
定
住
人
口
拡
大
の
推
進 

　
一
定
の
行
政
水
準
を
持
続
的
に
維

持
す
る
た
め
に
は
、
定
住
人
口
の
確

保
が
必
須
の
条
件
で
あ
り
ま
す
。
当

面
の
人
口
目
標
を
８，
０
０
０
人
と
定

め
、
目
標
達
成
に
向
か
っ
て
土
地
開

発
公
社
や
民
間
事
業
者
と
十
分
連
携

を
図
り
、
定
住
人
口
の
確
保
に
努
め

て
い
き
ま
す
。
定
住
宅
地
の
確
保
に

当
た
っ
て
は
、
「
写
真
の
町
」
の
イ

メ
ー
ジ
に
相
応
し
い
「
適
疎
」
で
美

し
い
景
観
づ
く
り
に
配
意
し
ま
す
。 

□
交
流
人
口
拡
大
の
推
進 

　
住
民
の
誇
り
と
自
慢
の
財
産
を
生

か
し
な
が
ら
、
人
々
の
五
感
を
刺
激

し
、
感
動
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
、
関
係
者
と
の
協
働
体
制
の

充
実
を
図
り
な
が
ら
交
流
人
口
の
拡

大
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。 

□
企
業
や
起
業
家
の
誘
致
促
進 

　
町
民
の
働
く
機
会
が
確
保
で
き
、

町
内
で
の
消
費
循
環
が
一
層
展
開
さ

れ
る
よ
う
に
企
業
誘
致
や
起
業
家
の

支
援
に
も
努
め
て
い
き
ま
す
。 

□
社
会
資
本
の
整
備
推
進
な
ど 

　
住
民
の
利
便
性
・
快
適
性
の
向
上

を
図
り
、
定
住
人
口
の
拡
大
、
交
流

人
口
の
拡
大
を
推
進
し
て
行
く
た
め

に
は
、
道
路
や
公
園
な
ど
の
社
会
資

本
の
整
備
も
重
要
で
あ
り
ま
す
。
特

に
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
化
傾
向
に
あ

り
ま
す
中
心
市
街
地
の
再
生
は
、
緊

急
か
つ
重
要
な
問
題
で
あ
り
ま
す
。

本
年
４
月
に
道
草
館
が
「
道
の
駅
」

と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
中
心
市

街
地
は
「
町
の
顔
」
で
あ
り
、
大
雪

山
を
バ
ッ
ク
に
し
た
ス
テ
ー
ジ
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
年
、
解

散
し
ま
し
た
ふ
る
さ
と
の
路
協
議
会

か
ら
引
き
継
ぎ
ま
し
た
道
路
整
備
の

具
体
化
に
努
力
す
る
と
と
も
に
、
街

な
か
活
性
化
推
進
協
議
会
に
お
い
て

検
討
中
の
「
街
な
か
活
性
化
計
画
」

の
施
策
提
言
を
踏
ま
え
て
、
社
会
資

本
の
充
実
に
努
力
し
て
行
き
ま
す
。

整
備
に
当
た
り
ま
し
て
は
「
適
疎
」

「
町
の
歴
史
の
尊
重
」
「
大
雪
の
自

然
に
学
ぶ
」
「
景
観
」
に
配
意
を
し

た
「
写
真
の
町
」
に
相
応
し
い
個
性

と
魅
力
あ
る
整
備
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
今
後
に
お
い
て
建
替
え
が
必
要

と
な
る
公
共
施
設
等
の
建
設
の
た
め

に
基
金
積
み
立
て
を
目
標
に
鋭
意
努

力
し
て
い
き
ま
す
。 

     

　
昨
年
は
災
害
が
大
変
に
多
い
年
で

あ
り
ま
し
た
。昨
年
の
教
訓
に
学
び
、

万
が
一
の
有
事
の
際
に
も
機
動
的
・

効
率
的
に
対
応
が
で
き
、
住
民
の
生

命
・
身
体
、
そ
し
て
財
産
が
守
ら
れ

る
よ
う
な
地
域
防
災
体
制
の
充
実
が

大
変
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
消
防
団
の
自
主
・
自
律
的
な
活

動
に
学
び
な
が
ら
、
消
防
分
団
区
域

を
基
本
と
す
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

組
織
の
再
編
に
よ
り
、
地
域
住
民
の

方
々
が
よ
り
安
心
し
、よ
り
安
全
に
、

そ
し
て
町
づ
く
り
に
参
加
し
て
い
る

充
実
感
や
満
足
感
を
持
ち
、
最
高
の

人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な

組
織
の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

地
域
住
民
を
始
め
、
地
域
の
各
種
団

体
な
ど
の
格
別
の
ご
協
力
と
参
加
を

お
願
い
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

□
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
編 

　
東
川
町
の
人
口
は
７，
６
０
０
人
程

度
の
小
さ
な
町
で
あ
り
ま
す
が
、
小

さ
な
町
で
あ
る
こ
と
の
よ
さ
を
生
か

す
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
お
互
い
の

顔
が
見
え
、
地
域
の
特
性
が
十
分
に

生
か
さ
れ
る
地
域
づ
く
り
が
必
要
で

あ
り
ま
す
。
学
校
区
域
の
活
動
、
消

防
分
団
活
動
、
公
民
館
活
動
、
体
育

指
導
員
活
動
、
交
通
安
全
指
導
員
活

動
、
民
生
委
員
活
動
、
婦
人
会
活
動
、

老
人
会
活
動
、
青
少
年
活
動
な
ど
地

域
の
活
動
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り

ま
す
が
、地
域
の
人
々
の
顔
が
見
え
、

相
互
に
十
分
連
携
が
図
れ
る
よ
う
な

再
編
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
併
せ

て
、
防
災
体
制
の
充
実
化
も
目
指
し

ま
す
。
行
政
区
の
再
編
は
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
再
編
に
合
わ
せ
て
、
必

要
に
応
じ
て
既
行
政
区
の
意
向
を
十

分
に
尊
重
し
て
行
わ
れ
る
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
。 

□
高
齢
者
世
帯
と
独
居
世
帯
に
お
け

る
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
体
制
の
充
実 

　
高
齢
化
の
傾
向
が
強
ま
っ
て
お
り

ま
す
が
、
東
川
町
で
の
生
活
に
慣
れ

親
し
ん
だ
方
々
は
、
出
来
る
限
り
こ

の
東
川
町
で
暮
ら
し
た
い
と
の
思
い

は
強
い
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
独
居
や
高
齢
者

夫
婦
で
生
活
す
る
こ
と
へ
の
不
安
を

解
消
す
る
た
め
、
消
防
支
署
や
地
域

住
民
な
ど
と
も
十
分
連
携
を
と
り
な

が
ら
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
等
の
充
実

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。 

□
救
急
防
災
体
制
の
充
実 

　
高
齢
化
時
代
に
十
分
対
応
で
き
る

救
急
出
動
体
制
と
消
防
体
制
な
ど
総

合
的
な
防
災
機
能
の
充
実
強
化
の
た

め
、
東
神
楽
町
と
消
防
支
署
業
務
を

広
域
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

条
件
の
整
備
を
図
っ
て
行
き
ま
す
。 

    

   

少
子
高
齢
化
に
対
す
る
課
題
は
多
く

あ
り
ま
す
が
、
関
係
者
の
提
言
な
ど

を
尊
重
し
、
子
育
て
の
支
援
体
制
と

保
健
・
医
療
・
介
護
な
ど
に
安
心
し

て
対
応
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
充
実
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。 

□
心
の
教
室
相
談
員
の
設
置 

　
核
家
族
化
な
ど
か
ら
家
庭
に
お
け

る
子
育
て
が
母
親
に
集
中
す
る
な
ど
、

家
庭
内
の
子
育
て
や
教
育
に
不
安
を

持
っ
て
い
る
家
庭
も
あ
り
、
ま
た
児

童
や
生
徒
の
中
に
も
心
に
不
安
を
も

っ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
る
こ
と
も
あ

り
、
安
心
し
て
相
談
が
で
き
る
よ
う

に
心
の
教
室
相
談
員
を
配
置
し
ま
す
。 

□
幼
児
セ
ン
タ
ー
機
能
等
の
一
元
化 

　
乳
幼
児
保
育
支
援
、
幼
児
教
育
の

充
実
、
子
育
て
支
援
（
幼
児
教
育
相

談
を
含
む
）
、
学
童
保
育
の
一
元
的

な
管
理
及
び
運
営
に
つ
い
て
教
育
委

員
会
と
十
分
連
携
し
、
体
制
の
充
実

強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
特
に
、

幼
児
セ
ン
タ
ー
に
教
頭
職
を
配
置
す

る
と
と
も
に
３
歳
ま
で
の
園
児
の
保

育
充
実
に
努
め
ま
す
。 

□
乳
幼
児
、
ひ
と
り
親
、
重
度
身
体

障
害
者
世
帯
に
対
す
る
医
療
費
支
援 

　
当
該
医
療
費
支
援
は
北
海
道
が
制

度
改
正
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
本
町

に
お
い
て
は
独
自
基
準
を
設
定
し
、

一
定
の
所
得
以
下
の
世
帯
に
つ
い
て

は
引
き
続
き
医
療
費
の
支
援
を
行
い

ま
す
。 

 

□
生
活
習
慣
病
な
ど
の
検
診
の
充
実 

　
生
活
習
慣
病
に
対
し
て
早
期
発
見

や
進
行
を
予
防
す
る
た
め
検
診
対
象

年
齢
を
引
き
下
げ
る
と
と
も
に
、
結

核
予
防
法
の
改
正
後
に
お
い
て
も
検

診
対
象
年
齢
を
独
自
に
引
き
下
げ
、

検
診
奨
励
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
助
成
を
１５歳

以
下
の
少
年
に
も
拡
大
し
て
い
き
ま

す
。 

   

　
生
涯
に
わ
た
る
教
育
は
町
を
支
え
、

国
づ
く
り
の
基
本
で
あ
り
ま
す
。
少

子
高
齢
化
・
国
際
化
・
環
境
保
全
化 

・
情
報
化
な
ど
の
時
代
の
変
化
に
十

分
対
応
で
き
る
よ
う
に
教
育
委
員
会

と
十
分
連
携
の
下
、施
策
を
尊
重
し
、

「
ふ
る
さ
と
愛
を
大
切
に
す
る
教
育
」

を
基
調
と
し
た
、
自
律
（
立
）
す
る

教
育
の
充
実
支
援
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。 

自
立
へ
の
階
段 

（
ス
テ
ッ
プ
３
） 

住
民
が
安
心
・
安
全
に 

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る 

地
域
づ
く
り
の
推
進 

少
子
高
齢
化
な
ど
に
対 

す
る
支
援 

自
律
　
す
る
教
育
の 

充
実 

（立）
 

平成１７年度 
行政執行方針 



最
後
に 

   

　
東
川
町
の
立
地
し
て
い
る
自
然
的

か
つ
社
会
的
な
好
条
件
を
生
か
し
、

人
々
の
暮
ら
し
の
原
点
と
な
る
各
種

の
産
業
の
活
力
が
、
一
層
向
上
す
る

よ
う
に
関
係
者
と
と
も
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
き
ま
す
。
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
か

わ
・
商
工
会
・
観
光
協
会
と
も
定
期

的
に
情
報
交
換
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

A
自
然
（
水
、
大
雪
山
な
ど
）
を
生

か
し
た
産
業
振
興
の
展
開 

B
町
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
、
積
極
的

な
誘
客
活
動
の
展
開
（
国
内
外
に
向

か
っ
て
観
光
客
の
誘
客
活
動
の
推
進
） 

C
町
の
積
極
的
な
情
報
発
信
の
展
開

（
タ
ウ
ン
ク
ー
ポ
ン
事
業
、
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
モ
ー
ル
な
ど
） 

D
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
利
用

検
討 

E
住
民
の
潜
在
活
力
の
掘
り
起
こ
し 

 

   

　
経
常
的
な
収
入
が
減
少
し
て
ゆ
く

中
で
、
住
民
福
祉
の
維
持
向
上
を
目

指
し
、
更
に
持
続
可
能
な
基
礎
自
治

体
と
し
て
の
機
能
を
充
実
し
て
い
く

た
め
に
は
、時
代
の
流
れ
を
予
測
し
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
重
点
化
を
図
る
な

ど
思
い
切
っ
た
改
革
断
行
が
必
要
で

あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

特
に
、
今
年
は
財
政
安
定
活
性
化
計

画
を
樹
立
し
、
実
行
に
向
か
っ
て
行

動
を
起
こ
し
ま
す
。 

□
具
体
的
な
改
革
目
標
の
設
定 

　
大
ま
か
な
財
政
運
営
の
目
標
は
定

め
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
度
は
個
別

具
体
的
な
数
値
目
標
を
定
め
、
目
標

達
成
に
職
員
と
と
も
に
一
丸
と
な
っ

て
取
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

□
公
平
負
担
の
推
進 

　
町
の
徴
収
金
の
徴
収
率
が
年
々
低

下
し
て
い
る
分
野
も
あ
り
、
「
公
平

負
担
と
公
平
な
受
益
」
の
原
則
に
立

ち
戻
っ
て
、
納
付
相
談
を
確
実
に
行

い
な
が
ら
公
平
か
つ
確
実
な
徴
収
に

努
め
て
い
き
ま
す
。 

□
手
数
料
の
見
直
し 

　
こ
こ
２０
年
近
く
据
え
置
か
れ
て
い

た
手
数
料
に
つ
い
て
も
総
合
的
に
見

直
し
検
討
を
行
い
、
適
正
な
負
担
と

な
る
よ
う
に
段
階
的
に
見
直
し
を
行

い
ま
す
。 

□
選
択
と
集
中
に
よ
る
事
業
の
重
点

化 　
ハ
ー
ド
及
び
ソ
フ
ト
の
施
策
展
開

に
当
た
っ
て
は
事
業
の
重
点
化
に
配

意
し
、
選
択
と
集
中
に
よ
り
実
施
し

て
い
き
ま
す
。 

□
各
公
共
施
設
の
管
理
の
見
直
し
と

最
高
の
サ
ー
ビ
ス
提
供 

　
各
公
共
施
設
に
お
い
て
、
よ
り
多

く
の
住
民
に
最
高
の
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
で
き
、
快
適
に
満
足
し
て
利
用
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な

管
理
に
努
め
、
併
せ
て
管
理
コ
ス
ト

の
縮
減
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
管
理
を
受
託
で
き
る
よ
う
な
団

体
の
育
成
に
も
配
意
し
な
が
ら
見
直

し
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。 

□
広
域
連
携
の
推
進 

　
大
雪
地
区
広
域
連
合
の
充
実
を
目

指
す
と
と
も
に
、
消
防
行
政
の
広
域

化
な
ど
「
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ

せ
な
い
、
行
政
コ
ス
ト
の
縮
減
を
具

体
化
す
る
」
を
基
本
と
し
て
、
積
極

的
に
広
域
事
務
処
理
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
。 

　
ま
た
、
行
政
分
野
の
み
な
ら
ず
、

民
間
の
分
野
に
お
い
て
も
広
域
連
携

の
強
化
に
向
け
て
情
報
提
供
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。 

□
職
員
人
件
費
の
削
減 

　
特
別
職
に
つ
い
て
は
特
別
職
報
酬

等
審
議
会
の
答
申
を
踏
ま
え
、
回
復

す
る
こ
と
を
目
標
に
し
、
従
前
と
同

様
に
２
年
間
継
続
削
減
す
る
こ
と
を

基
本
と
し
て
提
案
し
て
ま
い
り
ま

す
。 

　
ま
た
、
職
員
の
給
料
に
つ
い
て
は

人
事
院
勧
告
を
尊
重
し
、
遵
守
す
る

経
営
努
力
を
し
な
が
ら
、業
務
の「
ス

ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
」を
行
い
、

課
内
チ
ー
ム
体
制
な
ど
創
意
工
夫
を

図
り
、
退
職
者
の
補
充
を
必
要
最
小

限
に
抑
制
、
人
件
費
の
総
枠
縮
減
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。
常
に
前
向
き
な

姿
勢
に
よ
り
住
民
福
祉
向
上
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
、
住
民
か
ら
感
謝
さ
れ
る

サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。 

□
臨
時
的
任
用
職
員
の
配
置
の
見
直

し 　
雇
用
機
会
が
回
復
し
て
い
な
い
中

で
、
臨
時
的
な
雇
用
も
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
雇
用

機
会
の
確
保
と
業
務
の
見
直
し
の
両

面
か
ら
将
来
に
向
か
っ
て
縮
減
化
の

方
向
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。 

□
公
益
法
人
へ
の
職
員
派
遣 

　
社
会
福
祉
協
議
会
の
職
員
退
職
に

よ
り
町
職
員
の
派
遣
を
強
く
要
請
さ

れ
て
お
り
、
町
と
社
会
福
祉
協
議
会

の
連
携
強
化
を
図
る
た
め
、
条
例
の

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
２
年
間
を
目

途
と
し
て
職
員
の
派
遣
を
行
い
ま
す
。 

□
町
有
財
産
の
管
理
と
運
用
の
推
進 

　
町
有
財
産
で
遊
休
化
し
て
い
る
も

の
の
有
効
活
用
を
図
る
な
ど
町
有
財

産
の
適
正
運
用
化
に
努
め
て
い
き
ま

す
。 

□
国
・
道
や
財
団
等
と
の
相
互
連
携 

　
町
づ
く
り
は
単
に
住
民
だ
け
の
も

の
で
は
な
く
、
広
く
道
民
や
国
民
に

も
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
も
の
も
広

く
有
し
て
お
り
、
国
等
の
関
係
機
関

団
体
な
ど
と
十
分
連
携
を
図
り
、
時

機
を
逸
し
な
い
よ
う
に
支
援
と
協
力

な
ど
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
関
係
づ
く

り
の
強
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。 

   

　
町
の
自
律
と
自
立
に
は「
行
政
が
」

の
施
策
展
開
の
視
点
か
ら
、
「
行
政

も
」
と
い
う
考
え
方
へ
の
意
識
変
革

と
行
動
が
必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

特
に
、
消
防
団
活
動
が
地
域
の
主
体

性
の
中
で
運
営
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

地
域
住
民
が
よ
り
安
心
し
、
よ
り
安

全
で
最
高
の
人
生
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、
前
述
し
た
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
再
編
に
努
め
、
地
域
の

自
主
性
が
尊
重
で
き
る
、
支
援
す
る

こ
と
が
で
き
る
町
づ
く
り
の
展
開
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

中
で
、
市
街
地
を
美
し
く
飾
る
自
主

活
動
グ
ル
ー
プ
の
「
花
倶
楽
部
」
の

よ
う
な
活
動
団
体
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
に
育
っ
て
い
く
こ
と
に
大
き
な

期
待
を
寄
せ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

   

　
活
力
あ
る
町
づ
く
り
を
展
開
し
て

い
く
た
め
に
は
、
民
間
と
の
連
携
は

不
可
欠
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
民
間

等
と
の
相
互
支
援
、
情
報
の
共
有
と

発
信
な
ど
の
分
野
に
お
い
て
共
益
の

視
点
に
立
っ
て
、
相
互
連
携
の
強
化

と
共
益
的
な
事
業
展
開
の
充
実
に
努

め
て
い
き
ま
す
。 

   

　
写
真
の
町
を
宣
言
し
２０
周
年
を
迎

え
、
人
間
に
例
え
る
と
成
人
に
な
り

ま
し
た
。
写
真
の
町
の
成
人
者
と
し

て
、
こ
の
２０
年
間
歩
ん
で
き
た
歴
史

と
活
動
を
評
価
し
、
目
的
と
し
て
き 

た「
潤
い
と
活
力
の
あ
る
町
づ
く
り
」 

を
目
指
す
た
め
、
「
育
て
る
心
」
を 

大
切
に
し
な
が
ら
積
極
的
に
見
直
し
、 

民
間
企
業
と
も
共
益
の
視
点
か
ら
連

携
、
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。 

　
見
直
し
な
ど
の
重
点
事
項 

A
小
さ
な
町
か
ら
都
市
に
向
か
っ
て
、

情
報
発
信
の
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
づ
く

り
（
町
の
文
化
・
教
育
・
産
業
な
ど

情
報
発
信
） 

B
町
民
と
と
も
に
展
開
し
、
感
動
が

共
有
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
づ
く
り
（
感

動
の
共
有
）（
住
民
や
写
真
関
係
者
に

よ
る
自
主
イ
ベ
ン
ト
へ
の
転
換
、
町

内
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
、

フ
ァ
ー
ム
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
含
む
） 

C
多
く
の
人
々
に
訪
問
し
て
い
だ
け

る
イ
ベ
ン
ト
づ
く
り
（
交
流
人
口
の

拡
大
）
（
写
真
の
町
応
援
団
体
な
ど

の
拡
大
を
含
む) 

D
２０
年
間
に
亘
っ
て
収
蔵
し
た
作
品

に
よ
る
、
大
都
市
で
の
作
品
展
開
催

と
情
報
発
信
（
作
品
情
報
の
発
信
） 

E
全
国
の
高
校
生
・
大
学
生
の
写
真

イ
ベ
ン
ト
支
援
と
各
種
誘
致
活
動
（ 

学
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
含
む
） 

　
写
真
の
町
の
実
行
組
織
の
法
人
化

に
向
か
っ
て
努
力
し
て
き
ま
し
た
が
、

写
真
の
町
事
業
を
支
え
る
自
主
団
体

な
ど
の
組
織
化
が
図
ら
れ
、
自
主
的

に
支
援
展
開
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
自
主

組
織
が
よ
り
強
固
な
も
の
に
成
長
す

る
よ
う
に
期
待
を
し
て
お
り
ま
す
。

従
っ
て
、
実
行
組
織
の
法
人
化
を
見

直
し
、
当
面
は
自
主
組
織
の
育
成
強

化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。 

　
ま
た
、
写
真
の
町
条
例
の
目
的
達

成
に
向
か
っ
て
、
常
に
見
直
し
推
進

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。 

  

　
今
年
は
町
の
開
拓
が
始
ま
っ
て
１１１

年
目
の
節
目
の
年
で
あ
り
、
開
拓
１２０

年
に
向
か
っ
て
第
１
歩
を
踏
み
出
す

年
で
も
あ
り
ま
す
。「
個
性
が
あ
り
、

人
間
性
豊
か
で
、
自
律
（
立
）
し
、

意
義
深
い
施
策
の
展
開
に
よ
り
、
楽

し
い
、
元
気
溢
れ
る
」
最
高
の
町
づ

く
り
を
、
議
会
を
始
め
住
民
と
と
も

に
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。 

　
特
に
、
今
年
は
次
の
活
動
を
住
民

と
と
も
に
展
開
致
し
ま
す
の
で
、
ご

参
加
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

●
家
庭
ゴ
ミ
の
縮
減
化
の
運
動
　
省

エ
ネ
運
動
（
二
酸
化
炭
素
削
減
へ
の

参
加
） 

●
水
を
大
切
に
使
い
守
る
運
動 

●
真
心
伝
え
る
挨
拶
運
動 

●
交
通
安
全
の
運
動 

●
家
庭
を
美
し
い
花
で
飾
る
運
動 

　
次
ペ
ー
ジ
に
は
具
体
的
な
平
成
１７

年
度
の
事
業
を
掲
載
し
ま
し
た
の
で
、

ご
参
照
く
だ
さ
い
。 

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
議
会
を
始

め
、
住
民
各
位
の
ご
参
加
、
ご
支
援

と
ご
理
解
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
平

成
１７
年
度
の
執
行
方
針
と
致
し
ま
す
。 

産
業
振
興
に 

チ
ャ
レ
ン
ジ 
行
財
政
の
運
営
の
健
全 

化
を
目
指
し
て 

住
民
と
の
協
働
化
の 

推
進 

民
間
法
人
等
と
の 

連
携
強
化 

写
真
の
町
事
業
の 

見
直
し 

平成１７年度 
行政執行方針 



   

　
今
日
、
我
が
国
の
教
育
に
お
い
て
、

文
部
科
学
省
は
、
こ
こ
数
年
来
「
ゆ

と
り
教
育
」
と
「
総
合
的
な
学
習
」

な
ど
の
推
進
に
力
を
注
い
で
き
ま
し

た
が
、
学
力
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
こ

と
か
ら
「
学
力
重
視
」
へ
と
転
換
す

る
方
向
に
進
み
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
ま
す
。 

　
し
か
し
、
本
町
の
教
育
方
針
と
い

た
し
ま
し
て
は
、
国
の
教
育
施
策
が

ど
う
変
わ
ろ
う
と
も
現
段
階
で
は
逡

巡
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
昨
年
同
様
「
ふ

る
さ
と
創
生
」
を
目
指
し
ま
す
。 

　
そ
の
推
進
基
盤
に
あ
る
も
の
は
、

「
豊
か
な
心
」
や
「
確
か
な
学
力
」

の
育
成
に
あ
り
ま
す
。 

そ
し
て
そ

の
求
め
る
も
の
は
「
新
し
い
時
代
を

切
り
拓
く
心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
日

本
人
の
育
成
」
で
あ
り
ま
す
。 

　
そ
の
た
め
、
東
川
町
教
育
委
員
会

と
い
た
し
ま
し
て
は
、
「
教
育
の
町

づ
く
り
」
を
目
指
し
て
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
「
画
一
と
受
身
か
ら
自

立
と
創
造
へ
」
と
い
う
理
念
を
基

本
と
し
て
学
校
と
地
域
社
会
の
融

合
の
理
念
に
立
ち
、
学
校
教
育
、

社
会
教
育
、
教
育
行
政
な
ど
が
一

体
と
な
っ
て
教
育
活
動
の
推
進
に

努
め
ま
す
。 

　
具
体
的
に
は
、
子
ど
も
た
ち
に
「
ふ

る
さ
と
東
川
」
の
自
然
、
伝
統
、

文
化
、
産
業
な
ど
と
の
ふ
れ
あ
う

機
会
を
学
校
や
地
域
行
事
な
ど
を

活
用
し
て
、
郷
土
愛
や
帰
属
意
識

の
高
揚
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
本
年
度
は
、
幼
児
セ
ン

タ
ー
と
小
・
中
学
校
と
の
連
携
を

図
り
、
今
日
的
課
題
で
あ
り
ま
す

挨
拶
、
マ
ナ
ー
、
し
つ
け
、
礼
儀

な
ど
、
人
間
形
成
の
基
礎
づ
く
り

を
幼
児
期
か
ら
発
達
や
学
び
の
連

続
性
の
中
で
育
く
ま
せ
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。 

　
な
お
、
学
力
に
つ
き
ま
し
て
は
、

昨
年
の
２
月
よ
り
小
学
校
１
年
生

か
ら
年
２
回
の
標
準
学
力
検
査
を
実

施
し
、
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
ま
い

り
ま
し
た
。 

本
年
度
も
継
続
し
て

実
施
し
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
踏
ま
え
、
東

川
町
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
次
の

重
点
方
針
を
掲
げ
て
、
本
年
度
の
教

育
行
政
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

●
豊
か
な
心
と
生
き
が
い
を
育
む
生

涯
学
習
の
推
進 

●
地
域
に
信
頼
さ
れ
、
活
力
の
あ
る

学
校
づ
く
り
の
推
進 

●
地
域
の
個
性
を
育
む
、
誇
り
高
い

文
化
の
創
造 

●
幼
・
小
・
中
学
校
の
一
貫
教
育
の

実
現 

　
実
践
課
題
と
し
て
は
、 

A
郷
土
を
愛
し
、
帰
属
意
識
の
持
て

る
子
ど
も
の
育
成 

B
基
礎
・
基
本
の
徹
底
と
確
か
な
学

力
の
定
着 

C
町
民
の
創
意
工
夫
を
生
か
し
た
生

涯
学
習
の
推
進 

D
幼
・
小
・
中
学
校
の
道
徳
教
育
の

推
進 

　
以
上
４
点
を
基
調
と
し
て
教
育
行

政
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

     

　
近
年
、
急
激
な
少
子
化
の
進
展
、

核
家
族
化
の
進
行
な
ど
社
会
環
境
が

大
き
く
変
化
す
る
中
で
、
児
童
虐
待

や
家
庭
に
お
け
る
育
児
不
安
の
増
大
、

地
域
子
育
て
機
能
の
低
下
な
ど
が
懸

念
さ
れ
、
親
だ
け
で
子
育
て
を
し
て

い
く
こ
と
が
難
し
い
時
代
を
迎
え
て

い
る
こ
と
か
ら
、
社
会
全
体
で
こ
れ

か
ら
の
子
育
て
を
支
え
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
乳
幼
児
期
は
、
人
と
自
然
の
ふ
れ

あ
い
、
い
ろ
い
ろ
な
体
験
と
食
生
活

を
通
し
て
基
本
的
な
生
活
習
慣
や
道

徳
性
を
育
み
、
心
と
体
の
発
達
の
基

礎
を
形
成
す
る
極
め
て
大
切
な
時
期

で
あ
り
ま
す
。 

　
し
た
が
っ
て
、
幼
児
セ
ン
タ
ー
で

は
、
遊
び
を
通
し
て
楽
し
い
集
団

生
活
の
中
で
子
ど
も
た
ち
の
個
性

や
特
性
を
大
切
に
し
、
発
達
段
階

に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な
配
慮
を

し
な
が
ら
心
身
と
も
に
明
る
く
健

や
か
に
成
長
す
る
乳
幼
児
の
育
成

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

A
保
育
内
容
の
充
実
と
多
様
な
保

育
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
（
預
か
り
保
育
・

延
長
保
育
・
障
害
児
保
育
・
一
時

保
育
） 

B
効
率
的
な
管
理
運
営
体
制
の
検

討 C
幼
児
期
に
ふ
さ
わ
し
い
道
徳
性

の
芽
生
え
を
身
に
つ
け
る
こ
と
の

指
導
の
充
実 

D
幼
・
小
連
携
活
動
の
充
実
と
異

年
齢
交
流
活
動
の
取
り
組
み 

E
保
育
の
質
の
向
上
と
専
門
性
を

高
め
る
保
育
者
の
研
修
会
等
へ
の

参
加 

F
地
域
子
育
て
支
援
事
業
の
充
実

と
地
域
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り 
   

□
学
校
経
営 

　
今
日
、
国
は
地
方
分
権
の
推
進

の
な
か
で
義
務
教
育
の
改
革
案
を

示
し
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
義
務

教
育
制
度
の
弾
力
化
、
教
員
養
成

の
大
幅
改
革
、
学
校
・
教
育
委
員

会
の
改
革
、
義
務
教
育
保
障
機
能

の
明
確
化
で
あ
り
ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
の
学
校
経
営
は
、
学

校
自
ら
が
創
意
工
夫
し
、
地
域
の

要
請
に
応
え
る
教
育
を
推
進
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
学
校
経
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
校

長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
教

職
員
一
人
ひ
と
り
の
学
校
経
営
へ
の

参
画
意
識
の
高
揚
に
努
め
、
協
働
体

制
の
確
立
を
図
り
、
学
力
の
到
達
度

目
標
の
点
検
や
学
校
評
価
の
工
夫
に

努
め
る
と
と
も
に
、
開
か
れ
た
学
校

づ
く
り
と
活
力
あ
る
学
校
経
営
を
推

進
し
、
優
れ
た
教
職
員
の
育
成
と
人

材
の
確
保
に
努
め
ま
す
。 

A
教
育
目
標
の
具
現
化
に
向
け
た
全

教
職
員
の
共
通
理
解
と
協
働
体
制
の

確
立 

B
地
域
の
自
然
、
文
化
、
伝
統
な
ど

「
ふ
る
さ
と
創
生
」
を
目
指
す
教
育

活
動
の
推
進 

C
学
校
経
営
に
お
け
る
マ
ネ
ー
ジ
メ

ン
ト
の
導
入
と
創
意
工
夫 

D
幼
・
小
・
中
学
校
の
一
貫
教
育
の

実
現 

E
学
校
評
議
員
制
度
の
導
入 

□
学
習
指
導 

　
学
習
指
導
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新

学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、

創
意
工
夫
を
生
か
し
た
総
合
的
な
学

習
の
時
間
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も

に
、
個
性
を
重
視
し
た
教
育
を
実
践

し
て
、
児
童
生
徒
が
学
ぶ
楽
し
さ
を

実
感
で
き
る
学
習
を
推
進
す
る
こ
と

に
努
め
ま
す
。 

　
そ
の
た
め
、
授
業
時
数
の
確
保
と

柔
軟
な
時
間
割
の
編
成
の
も
と
、
個

別
指
導
の
充
実
や
総
合
的
な
学
習
時

間
の
効
果
的
な
実
践
な
ど
、
創
意
あ

る
教
育
課
程
の
編
成
に
努
め
、
一
人

ひ
と
り
の
理
解
や
習
熟
の
程
度
に
応

じ
た
補
充
的
な
学
習
や
発
展
的
な
学

習
を
実
施
い
た
し
ま
す
。 

　
学
力
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
に

引
き
続
き
、
全
児
童
生
徒
を
対
象
に

基
礎
・
基
本
の
到
達
度
を
調
査
す
る

た
め
の
標
準
学
力
検
査
を
実
施
し
ま

す
。 

　
さ
ら
に
、
東
川
小
学
校
１
学
年
に

特
別
支
援
教
育
を
充
実
す
る
た
め
に

補
助
職
員
を
増
員
配
置
す
る
と
と
も

に
、
町
内
の
大
規
模
校
で
あ
る
東
川

小
学
校
と
東
川
中
学
校
に
は
、
指
導

方
法
や
工
夫
改
善
の
た
め
に
教
員
の

加
配
を
受
け
、
少
人
数
や
テ
ィ
ー
ム

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
学
習
を
実
施
す
る
よ

う
に
努
め
ま
す
。 

A 

標
準
学
力
検
査
の
実
施 

B 

少
人
数
や
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ

ン
グ
学
習
の
推
進 

C 

読
書
活
動
の
推
進 

D 

家
庭
学
習
の
充
実
を
図
る
工
夫

と
改
善 

E 

指
導
計
画
や
指
導
方
法
の
改
善

を
生
か
す
評
価
の
工
夫 

F 

特
別
支
援
教
育
の
充
実 

□
道
徳
教
育 

　
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
の
急
激

な
変
化
に
伴
っ
て
、
各
学
校
に
お
い

て
は
児
童
生
徒
や
学
校
・
地
域
の
実

態
か
ら
、
日
常
生
活
と
の
関
連
を
重

視
し
た
道
徳
教
育
の
指
導
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
学
級
間
・
学
年

間
の
連
携
を
深
め
た
指
導
体
制
の
確

立
を
図
り
、
全
教
職
員
の
共
通
理
解

に
基
づ
い
た
指
導
計
画
に
よ
る
道
徳

の
時
間
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

「
心
の
ノ
ー
ト
」
や
地
域
人
材
の
効

果
的
な
活
用
と
、
家
庭
や
地
域
社
会

と
連
携
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や

自
然
体
験
活
動
・
実
践
的
な
活
動
を

と
お
し
て
、
豊
か
な
心
を
育
て
る
道

徳
教
育
の
充
実
に
努
め
ま
す
。 

A 

全
教
職
員
の
共
通
理
解
に
基
づ

く
指
導
計
画
の
改
善 

B 

一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ

れ
る
教
育
の
推
進 

C 

「
心
の
ノ
ー
ト
」
の
効
果
的
活

用
方
法
の
工
夫
改
善 

D 

異
年
齢
集
団
に
よ
る
連
携
強
化 

□
生
徒
指
導 

　
最
近
の
青
少
年
の
問
題
行
動
の
深

刻
化
や
青
少
年
を
巻
き
込
ん
だ
犯
罪

が
多
発
す
る
な
ど
、
大
き
な
課
題
が

山
積
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。 

　
生
徒
指
導
に
お
き
ま
し
て
は
、
生

命
を
大
切
に
し
、
他
人
を
思
い
や
る

心
や
美
し
い
も
の
に
感
動
す
る
心
、

公
正
さ
を
重
ん
じ
る
心
な
ど
豊
か
な

心
を
育
み
、
児
童
生
徒
と
教
職
員
と

の
信
頼
関
係
を
深
め
る
と
と
も
に
、

日
常
の
児
童
生
徒
の
悩
み
や
問
題
行

動
の
早
期
発
見
と
対
応
に
努
め
ま
す
。 

　
引
き
続
き
、
中
学
校
に
心
の
教
室

相
談
員
を
配
置
し
、
各
小
学
校
の
児

童
に
も
個
々
に
応
じ
た
相
談
と
指
導

に
努
め
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
・

各
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
児
童

生
徒
の
豊
か
な
心
を
育
て
る
よ
う
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

A
基
本
的
な
生
活
習
慣
の
確
立 

B
日
常
的
な
教
育
相
談
活
動
の
充
実 

C
地
域
社
会
へ
の
帰
属
意
識
や
連
帯

感
を
育
成
す
る
た
め
に
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
や
諸
行
事
へ
の
参
加
奨
励 

D
非
行
・
い
じ
め
・
不
登
校
な
ど
の

未
然
防
止 

□
国
際
理
解
教
育 

　
今
日
の
国
際
化
社
会
に
お
い
て
、

次
代
を
担
う
児
童
生
徒
た
ち
が
国
際

的
感
覚
と
行
動
力
を
身
に
つ
け
る
こ

と
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。 

　
そ
の
た
め
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

英
語
授
業
や
総
合
的
な
学
習
時
間
に

英
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｅ
Ｔ
）
と
英
語

は
じ
め
に 

就
学
前
教
育 

（
幼
児
教
育
・
乳
幼
児 

保
育
）の
推
進 

学
校
教
育
の
推
進 

平成１７年度 
教育行政執行方針 



教
育
指
導
員
を
東
川
中
学
校
に
配
置

し
、
英
語
教
育
の
充
実
に
努
め
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
国
際
社
会
の
一
員
と
し

て
の
自
覚
と
自
国
の
文
化
に
誇
り
を

持
ち
、
基
礎
的
な
英
語
力
を
身
に
つ

け
る
と
と
も
に
、
町
の
国
際
交
流
事

業
と
積
極
的
に
関
り
な
が
ら
、
国
際

理
解
教
育
の
推
進
に
努
め
ま
す
。 

A
総
合
的
な
学
習
時
間
を
活
用
し
た

小
学
生
の
英
語
教
育
の
推
進 

B
中
学
校
の
英
語
授
業
に
お
け
る
テ

ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
と
補
習
授
業

の
充
実 

C
国
際
化
に
対
応
で
き
る
人
材
の
育

成 D
異
文
化
の
交
流 

□
学
校
給
食 

　
学
校
給
食
に
つ
き
ま
し
て
は
、
日

常
生
活
に
お
い
て
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を

考
慮
し
た
安
全
で
美
味
し
い
給
食
を

提
供
す
る
と
と
も
に
、
食
事
に
つ
い

て
の
正
し
い
知
識
と
望
ま
し
い
食
習

慣
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
給
食
指
導

を
行
い
ま
す
。 

　
本
年
度
よ
り
、
新
鮮
な
地
場
農
産

物
を
積
極
的
に
食
材
に
取
り
入
れ
、

食
物
と
地
域
農
業
に
対
す
る
理
解
を

深
め
る
よ
う
努
め
ま
す
。 

A
食
育
指
導
の
研
究
と
充
実 

B
地
場
農
産
物
の
積
極
的
活
用 

□
学
校
施
設
の
整
備 

　
児
童
生
徒
が
安
全
で
安
心
し
て
学

校
活
動
の
で
き
る
教
育
環
境
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
適
正
な
維
持
管
理

と
計
画
的
に
施
設
整
備
を
し
な
が
ら
、

安
全
で
快
適
な
学
校
環
境
づ
く
り
に

努
め
ま
す
。 

　
ま
た
、
各
学
校
の
各
種
教
材
や

図
書
・
備
品
な
ど
も
整
備
し
て
効

果
的
な
学
習
活
動
の
推
進
に
努
め

ま
す
。 

A
東
川
小
・
中
学
校
の
学
校
給
食

調
理
室
空
調
設
備
整
備
（
エ
ア
コ

ン
取
付
）
工
事 

B
各
小
・
中
学
校
の
ト
イ
レ
の
一

部
改
修
（
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
設
置
）

工
事 

C
第
二
小
学
校
通
路
の
改
修
工
事 

D
第
一
小
・
第
二
小
学
校
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
整
備
工
事
（
台
風
被
害
） 

E
第
一
小
・
中
学
校
玄
関
ポ
ー
チ

の
改
修
工
事 

F
中
学
校
体
育
館
ギ
ャ
ラ
リ
―
の

手
摺
設
置
工
事
な
ど 

□
道
立
学
校
等
と
の
連
携 

　
北
海
道
教
育
委
員
会
に
よ
る
道

立
高
校
の
通
学
区
域
の
見
直
し
や

学
級
減
に
伴
う
適
正
配
置
計
画
が

進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
が
、
地
域
活
性
化
の
観
点
か
ら
、

東
川
高
等
学
校
の
間
口
維
持
の
た
め
、

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
や
地
域
に

根
ざ
し
た
学
校
づ
く
り
に
対
し
て

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
教
育
の
町
づ
く
り
を
進

め
る
に
あ
た
り
、
幼
児
セ
ン
タ
ー
・

各
小
中
学
校
・
道
立
高
校
と
養
護

学
校
及
び
各
種
専
門
学
校
と
連
携

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

A
東
川
高
等
学
校
教
育
振
興
協
議

会
に
対
す
る
支
援 

B
各
種
学
校
相
互
の
サ
ポ
ー
ト
体

制
の
確
立 

C
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ 

（
職
場
体

験
学
習)

に
対
す
る
支
援 

   

□
生
涯
学
習 

　
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
お
い
て
も
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
や
地
球
環
境

問
題
の
顕
在
化
、
さ
ら
に
少
子
・
高

齢
化
や
高
度
情
報
化
が
急
速
に
進
む

な
ど
、
そ
の
変
化
も
一
段
と
増
す
こ

と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
社
会
の
様
々
な
分
野
に
お

け
る
著
し
い
進
展
は
、
地
域
の
教
育

の
在
り
方
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え

て
お
り
、
生
涯
学
習
の
必
要
性
が
益
々

重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
町
民
が

そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応

じ
て
、
生
涯
を
通
し
て
、
積
極
的
に

学
習
し
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
に
親

し
む
と
と
も
に
、
時
代
に
即
し
た
新

た
な
知
識
や
技
能
を
習
得
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。 

　
生
涯
学
習
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、

本
町
の
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
と
文
化

的
風
土
を
生
か
し
、
体
験
学
習
を
通

し
て
豊
か
な
心
を
も
ち
、
新
し
い
時

代
を
拓
く
創
造
性
豊
か
な
人
材
を
育

て
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

　
さ
ら
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
動
な
ど
の
地
域
活
動
に

主
体
的
に
取
り
組
む
人
材
の
育
成
と
、

ゆ
と
り
と
潤
い
の
あ
る
生
涯
学
習
社

会
の
構
築
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

A
公
共
施
設
間
の
連
携
と
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
化
の
推
進 

B
放
送
大
学
な
ど
学
習
機
会
の
充
実 

C
図
書
室
や
視
聴
覚
資
料
な
ど
の
充

実 □
家
庭
教
育 

　
家
庭
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
、
学
校
、
公
民
館
分
館
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
家
庭
教
育
に
関

す
る
講
座
な
ど
を
開
設
し
、
親
と
子

の
体
験
学
習
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
等
を

通
し
て
家
庭
教
育
の
充
実
に
努
め
ま

す
。 

　
ま
た
、
親
子
の
絆
を
深
め
る
た
め

に
、
北
海
道
や
民
間
団
体
の
支
援
を

受
け
、
赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
伝
え
な
が
ら
絵
本
を
手
渡

す
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
」
を
実

施
し
ま
す
。 

A
異
世
代
ふ
れ
あ
い
教
室
の
開
催 

B
家
庭
教
育
等
の
教
育
相
談
室
の
開

設 C
各
学
校
が
実
施
す
る
家
庭
教
育
学

級
の
支
援 

D
東
川
町
父
母
と
先
生
の
会
連
合
会

へ
の
支
援 

□
学
童
保
育 

　
学
童
保
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
近

年
の
核
家
族
化
の
進
行
や
女
性
の
社

会
進
出
な
ど
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

大
き
な
変
化
に
伴
い
、
子
供
と
家

族
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変

化
し
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
放

課
後
児
童
等
が
健
や
か
に
育
つ
環

境
づ
く
り
が
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
学
童

保
育
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
、

子
育
て
支
援
の
積
極
的
な
展
開
を

実
施
す
る
た
め
、
指
導
体
制
の
充

実
に
努
め
、
学
童
保
育
の
拡
充
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。 

A
家
族
、
地
域
、
学
校
と
の
連
携

強
化 

B
指
導
員
の
資
質
向
上
の
た
め
の

研
修
会
へ
の
参
加 

C
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
の

連
携 

□
青
少
年
教
育 

　
青
少
年
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
を
通

し
て
、
世
代
間
と
の
交
流
を
深
め

な
が
ら
、
思
い
や
り
や
感
動
す
る

心
を
育
む
と
と
も
に
、
恵
ま
れ
た

自
然
環
境
の
活
用
と
歴
史
を
学
ぶ

多
様
な
活
動
を
積
極
的
に
進
め
、

豊
か
な
人
間
性
を
培
う
人
材
の
養

成
に
努
め
ま
す
。 

　
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

関
す
る
意
識
啓
発
、
体
験
の
機
会

を
提
供
し
、
地
域
に
お
け
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
積
極
的
な
参

加
の
促
進
に
努
め
ま
す
。 

A
「
青
少
年
の
健
全
育
成
を
考
え

る
集
い
」
の
充
実 

B
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
あ
っ
た
か

運
動
の
推
進 

C
生
涯
学
習
ふ
れ
あ
い
事
業
「
い
き

い
き
・
わ
く
わ
く
塾
」
の
開
催 

D
北
海
道
ジ
ュ
ニ
ア
セ
ミ
ナ
ー
へ
の

参
加
促
進 

E
東
川
町
地
域
子
供
会
育
成
連
絡
協

議
会
へ
の
支
援 

F
地
域
子
ど
も
教
室
推
進
事
業
の
実

施 G
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
機
会
の
拡
充 

□
成
人
教
育 

　
成
人
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
生

き
が
い
と
潤
い
の
あ
る
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
各
種
研
修
事

業
や
婦
人
学
級
・
健
康
づ
く
り
教
室

な
ど
を
開
設
す
る
と
と
も
に
、
自
主

的
な
学
習
活
動
を
支
援
し
、
学
習
機

会
の
充
実
に
努
め
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
文
化
団
体
や
体
育
団
体

な
ど
の
活
動
、
個
人
や
グ
ル
ー
プ
で

の
学
習
に
対
し
て
の
支
援
体
制
を
充

実
す
る
と
と
も
に
、
住
み
よ
い
地
域

づ
く
り
の
た
め
の
活
動
へ
の
積
極
的

な
参
加
促
進
に
努
め
ま
す
。 

A
マ
イ
プ
ラ
ン
・
マ
イ
ス
タ
デ
ィ
講

座
の
開
催 

B
ア
グ
リ
ト
ピ
ア
・
カ
レ
ッ
ジ
講
座

の
開
催 

C
人
材
バ
ン
ク
登
録
事
業
の
推
進 

D
地
域
婦
人
研
修
会
の
開
催 

E
地
域
婦
人
会
等
組
織
・
体
制
見
直

し
の
検
討 

□
文
化
の
振
興 

　
文
化
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

文
化
活
動
や
芸
術
鑑
賞
の
機
会
を
広

め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

文
化
連
盟
協
議
会
や
芸
術
文
化
事
業

招
へ
い
委
員
会
な
ど
が
行
う
創
作
・

発
表
活
動
へ
の
支
援
を
図
る
と
と
も

に
、
芸
術
文
化
の
発
表
の
場
や
鑑
賞

機
会
の
拡
充
に
努
め
ま
す
。 

　
ま
た
、
町
民
が
生
ま
れ
育
っ
た
「
ふ

る
さ
と
東
川
」
を
も
う
一
度
見
つ
め

直
し
、
先
人
の
苦
労
や
た
く
ま
し
さ

な
ど
を
学
習
す
る
こ
と
に
よ
り
、
郷

土
愛
や
帰
属
意
識
の
高
揚
に
努
め
ま

す
。 

A
町
民
総
合
文
化
祭
の
実
施 

B
文
化
施
設
整
備
・
機
能
の
充
実 

C
文
化
活
動
へ
の
参
加
機
会
と
芸
術

鑑
賞
機
会
の
拡
充 

D
文
化
財
や
郷
土
資
料
の
保
護
・
伝

承
と
そ
の
活
用 

E
東
川
町
文
化
連
盟
へ
の
支
援 

F
伝
統
芸
能
や
伝
承
活
動
に
関
す
る

各
種
講
座
の
開
催 

G
ふ
る
さ
と
交
流
事
業
の
実
施 

□
公
民
館
活
動 

　
次
に
、
公
民
館
活
動
に
つ
き
ま
し

て
は
、
生
涯
学
習
活
動
の
拠
点
施
設

で
あ
る
公
民
館
の
充
実
を
図
り
、
幅

広
い
学
習
機
会
の
拡
充
や
学
習
の
場

を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
各
種
講
座

を
展
開
し
て
学
習
活
動
の
推
進
に
努

め
ま
す
。 

　
ま
た
、
国
際
化
に
対
応
す
る
た
め
、

町
民
が
実
践
的
な
英
会
話
を
習
得
す

る
こ
と
の
で
き
る
各
種
講
座
を
開
催

す
る
と
と
も
に
、
学
校
教
育
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
国
際
性
豊
か
な

人
材
の
育
成
や
様
々
な
交
流
を
通
じ

た
国
際
理
解
教
育
を
す
す
め
て
い
き

ま
す
。 

　
一
方
、
地
域
に
お
け
る
連
帯
感
の

希
薄
化
が
問
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
連

帯
感
を
い
か
に
高
め
て
い
く
の
か
が

大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
町
長
部
局
と
も
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
公
民
館
分
館
活
動
を
地

域
活
性
化
推
進
の
基
本
母
体
と
位
置

づ
け
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
等
を
活
用
し
た
様
々
な
地
域
交

流
活
動
を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と

に
よ
り
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に

努
め
ま
す
。 

A
各
種
講
座
の
開
催 

B
「
東
川
氷
ま
つ
り
」
の
実
施 

C
分
館
親
睦
球
技
大
会
の
実
施 

D
公
民
館
分
館
活
動
事
業
及
び
自
治

活
動
推
進
の
支
援 

□
ス
ポ
ー
ツ
振
興 

　
最
後
に
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
き

ま
し
て
は
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ

た
各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
・
講
座
の
開

設
や
体
育
施
設
の
整
備
、
学
校
体
育

施
設
の
開
放
な
ど
に
よ
り
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
む
場
の
確
保
と
、
地
域
に
お

け
る
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
活
性
化
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
育

成
な
ど
地
域
に
お
け
る
少
年
団
活
動

の
整
備
と
質
の
高
い
指
導
者
の
養
成

に
努
め
ま
す
。 

A
各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
・
講
座
の
開

催 B
健
康
づ
く
り
教
室
の
開
催 

C
町
民
体
育
祭
の
実
施 

D
東
川
町
体
育
協
会
へ
の
支
援 

E
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
育
成
と
指
導

者
の
養
成 

F
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
へ

の
支
援 

G
ス
ポ
ー
ツ
・
野
外
活
動
等
事
業
へ

の
参
加
奨
励 

H
上
川
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
大
会
へ

の
参
加
奨
励 

   

　
以
上
、
平
成
１７
年
度
の
教
育
行
政

執
行
に
関
す
る
主
な
方
針
を
申
し
上

げ
ま
し
た
。 

　
教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

町
民
の
信
頼
と
期
待
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
教
育
関
係
者
と
連
携
の
う
え
、

本
町
の
教
育
振
興
に
向
け
最
善
の
努

力
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、 

町
議
会
を
は
じ
め
町

民
各
位
の
ご
理
解
と
関
係
機
関
・
団

体
の
ご
支
援
を
心
か
ら
お
願
い
申
し

上
げ
、
教
育
行
政
の
執
行
方
針
と
い

た
し
ま
す
。 

 

社
会
教
育
の
推
進 

む
す
び 

平成１７年度 
教育行政執行方針 
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　平成１７年度の一般会計予算は、前述のとおり前年度に比べ２,７００万円減、０.６３％減の４２億８,６００万円となりました。
地方交付税は前年度予算額に比較して、若干の増を見込んでいますが、臨時財政対策債については、地方財政計画
において、地方税（全国総額）の増収見込みなどにより地方全体の財源不足額が圧縮されたことから、全国総額におけ
る発行額削減に伴い減額される見込みです。予算編成では、これまでに引き続き歳出の徹底した見直しと効率化を図
るとともに、歳入においては、町税全体で６.８％の伸びを見込んだほか、手数料の見直しや協力金の新設、各種補助金
の積極的な活用を行うなどして財源確保に努めました。 
　結果として、予算総額は前年度と同程度を確保し、「まちづくり交付金」等を活用した建設事業の積極的な展開と、
施策の実施から３年目となる定住対策事業費を計上しました。 

・まちづくり交付金事業（道路、公園等整備） 
・公営住宅西団地建設（国補助） 
・北１線道路改良事業 
・建設機械購入事業（大型ロータリー） 
・合併処理浄化槽設置整備事業 
・清流西団地公園整備事業 
・定住促進対策事業（アパート建築支援等） 
・非常用発電設備設置事業 

２億８,０９８万円 
２億９,３２９万円 
５,０００万円 
２,９４８万円 
１,９４５万円 
３２７万円 
３,７２２万円 
２,２８７万円 

・ふるさとの路整備事業 
・天人峡地区公共駐車場整備 
・西９号西１丁目道路新設事業 
・西３号道路南３条道路新設事業 
・西７号北５条道路新設事業 
・西８号北１条道路新設事業 
・各小・中学校トイレ改修工事 
・給食調理場空調設備設置工事 

７１３万円 
６４７万円 
９００万円 
２,８４０万円 
３,０００万円 
１,６７５万円 
６７３万円 
３５１万円 

　収入の柱は給料の７６万円とパートの４５万円、それと親からの仕送り３００万円です。支出は日々 の生活費として３２７
万円、住宅ローンの返済などに６３万円、家の増改築費に１０５万円かかっています。 

給　料（町税） 
パート収入（使用料・手数料など） 
親からの仕送り（国からの地方交付税・補助金など） 
借　金（町債） 
貯金の解約（繰入金） 
財産（土地や家）の貸付など（財産収入） 
合　　計 

７６万円 
４５万円 
３００万円 
６９万円 
５万円 
５万円 

５００万円 

食　費（人件費） 
家族の医療費（乳幼児医療費などの扶助費） 
光熱水費、被服費、その他雑費（物件費・補助費など） 
車や家具の修理代（維持補修費） 
子供たちへの仕送り（特別会計への繰出金、広域連合への負担） 
借金の返済（公債費） 
家の増改築（公営住宅建設、道路整備など） 
貸付金（貸付金） 
合　　計 

１０３万円 
２３万円 
１５０万円 
５万円 
４６万円 
６３万円 
１０５万円 
５万円 

５００万円 

114万円 

404万円 

339万円 

398万円 

98万円 

3万円 

（参考） 
昨年度数値 

■資料■平成16年度末基金（貯金）と町債（借金）残高見込 

■一般会計・特別会計当初予算額 

■一般会計における予算の特徴 

■一般会計当初予算の構成比 

歳　出 歳　入 

町税の内訳 

※正職員の人件費は総務費に計上しています。 

■平成１７年度の主な建設事業費 

基　金 
一般会計 一般会計 

特別会計 

建物（公営住宅除く）、道路の整備などに借りたもの 

財源不足を補うために借りたもの（臨時財政対策債など） 

公営住宅の建設のため借りたもの（入居者の負担を基本） 

特別会計 

町政調整基金 ２６７ 
平成１６年度末残高見込 

平成１６年度末残高見込 
　※全額が国の交付税で補てん 

平成１６年度末残高見込 

簡易水道事業分 
下水道事業分 
診療所分 
うち国の交付税で補てんされる金額 

うち国の交付税で補てんされる金額 
２,８６９ 
▲１,１０３ 

１,０１２ 

１,２９０ 

５１８ 
９３０ 
６０２ 
▲９６７ 

百万円 

百万円 
（Ｈ１５末） 

４１０ 

２０３ 

３００ 

１１０ 

９３ 

３２０ 

１１６ 

２００ 

１６ 

１,７６８ 

１７５ 

７３ 

２,０１６ 

 

２１１ 

（Ｈ１５末） 

２,９６９ 

▲１,０８６ 

１,８８３ 

２０３ 
３２４ 
１１０ 
１０３ 
３３８ 
１１８ 
２００ 
１６ 

１７５ 
７４ 

１,６７９ 

１,９２８ 

１４８ 

減債基金 
公共施設整備基金 
ふるさと創生事業基金 
地域振興基金 
地域福祉基金 
写真の町文化基金 
未来を拓くみんなの夢基金 
総合体育館建設基金 

土地開発基金 
備荒資金 

小計 

一般会計合計 

公共下水、診療所 

町　債 

差引残高（町が負担する額） 

差引残高（町と受益者の負担額） 

１,７６６ 

１,０８３ 

７８５ 

４９０ 

９３５ 

６２７ 

▲９３０ 

１,１２２ 

１,２２１ 

　東川町の平成１７年度予算案は、一般会計が
４２億８,６００万円で前年度比較▲２,７００万円、
▲０.６３％、特別会計総額では７億５,６８７万円で
前年度比較２,１３７万円、２.９１％増となり、一般会
計と特別会計の合計では５０億４,２８７万円（前
年度比較▲５６３万円、▲０.１１％）となりました。 
 
 
●一般会計　税金などを主な収入とする町の
　　　　　　 基本的な事業予算 
●特別会計　下水道等の使用料など、特定の
　　　　　　 収入で行う事業予算 

会計区分 

一般会計 ４,２８６,０００ ４,３１３,０００ ▲０.６３ 

７５６,８７０ ７３５,５００ ２.９１ 

１,０７０ ５００ １１４.０ 

６８,７００ ６７,０００ ２.５４ 

２７３,２００ ２４５,０００ １１.５１ 

４１３,９００ ４２３,０００ ▲２.１５ 

５,０４２,８７０ ５,０４８,５００ ▲０.１１ 

特別会計（合計） 

国民健康保険 

簡易水道事業 

公共下水道事業 

国保町立診療所 

総合計 

本年度 前年度 伸び率％ 
単位：千円 

総務費 
10億5,775万円 

土木費 
8億5,462万円 町民税 

2億3,592万円 

市町村たばこ税 
4,572万円 

入湯税 
2,528万円 

軽自動車税 
1,161万円 

固定資産税 
3億3,362万円 

公債費 
5億3,959万円 

民生費 
4億8,665万円 

教育費 
3億5,960万円 

商工費 
1億9,058万円 

諸支出金 
1億6,724万円 

農林業費 
1億6,164万円 

その他 
2億3,290万円 

衛生費 
2億3,543万円 

町税 
6億5,215万円 

道支出金 
1億9,644万円 

諸収入 
1億4,555万円 

使用料及び手数料 
1億4,061万円 

繰入金 
3,957万円 

その他 
4億614万円 

町債 
5億9,180万円 

地方交付税 
17億 

国庫支出金 
4億1,374万円 

  



      

（
ゴ
シ
ッ
ク
体
は
新
規
事
業
） 

１.

２１
世
紀
を
生
き
る
知
恵
と
力

を
育
む
ま
ち
づ
く
り 

∏
幼
稚
園
と
保
育
所
の
一
体
的
運

営
の
推
進
と
充
実 

π
２
歳
児
保
育
室
改
修 

∫
学
童
保
育
の
推
進
と
充
実 

ª
英
語
教
育
の
充
実
と
習
慣
化
の

促
進 

º
学
校
給
食
に
お
け
る
地
産
地
消

の
促
進 

Ω
給
食
調
理
場
空
調
設
備
設
置
工

事
（
東
川
小
学
校
・
東
川
中
学
校
） 

æ
学
力
向
上
対
策
の
推
進 

ø
学
校
評
議
員
制
の
導
入 

¿
心
の
教
室
相
談
員
配
置 

¡
小
学
校
社
会
科
副
読
本
更
新 

¬
各
小
中
学
校
ト
イ
レ
改
修
工
事

（
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
設
置
） 

√
第
二
小
学
校
通
路
改
修
工
事 

ƒ
第
一
小
・
中
学
校
玄
関
ポ
ー
チ

改
修
工
事 

≈
東
川
小
学
校
体
育
館
暗
幕
更
新 

∆
第
一
・
第
二
小
学
校
グ
ラ
ン
ド

整
備
（
台
風
被
害
） 

«
各
小
中
学
校
教
材
備
品
購
入 

»
生
涯
学
習
振
興
奨
励
事
業
の
推

進 …
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
の
推
進 

 
自
治
活
動
推
進
員
の
継
続
配
置 

À
町
指
定
有
形
文
化
財
修
復
事
業 

      

の
支
援 

Ã
文
化
交
流
館
図
書
及
び
ビ
デ

オ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
整
備
事
業 

Õ
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
の
創

設 Œ
健
康
保
持
増
進
及
び
体
力
増

進
事
業
の
推
進
（
総
合
健
康
づ

く
り
支
援
事
業
） 

œ
は
つ
ら
つ
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
事

業
の
推
進 

 

２.

健
康
と
安
心
な
生
活
を
さ
さ

え
る
ま
ち
づ
く
り 

∏
総
合
検
診
及
び
予
防
接
種
の

充
実
（
地
域
福
祉
基
金
事
業
） 

π
乳
幼
児
、
ひ
と
り
親
、
重
度

身
体
障
害
者
世
帯
に
対
す
る
医

療
費
支
援
の
充
実 

∫
疾
病
予
防
対
策
及
び
健
康
づ

く
り
教
室
の
推
進 

ª
生
活
習
慣
病
予
防
健
康
相
談

の
推
進
（
総
合
健
康
づ
く
り
支

援
事
業
） 

º
児
童
環
境
基
盤
整
備
事
業
の

推
進 

Ω
湯
け
む
り
温
泉
大
学
事
業
の

推
進
（
総
合
健
康
づ
く
り
支
援

事
業
） 

æ
介
護
予
防
・
地
域
支
え
合
い

事
業
の
推
進 

・
高
齢
者
等
の
生
活
支
援
事
業
、

介
護
予
防
・
生
き
が
い
活
動
支
援

事
業
、
家
族
介
護
支
援
事
業
、
高

齢
者
の
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り

推
進
事
業 

ø
高
齢
者
緊
急
通
報
装
置
設
置
事

業
の
充
実 

¿
社
会
福
祉
金
庫
制
度
の
充
実 

¡
社
会
福
祉
協
議
会
活
動
支
援
の

充
実
（
職
員
派
遣
） 

¬
中
央
地
区
簡
易
水
道
地
下
水
調

査
の
推
進 

√
公
共
下
水
道
施
設
整
備
事
業
の

推
進 

ƒ
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
事
業
の

推
進 

≈
ゴ
ミ
減
量
化
及
び
資
源
化
推
進

事
業
の
充
実 

∆
救
急
防
災
体
制
の
充
実 

«
防
火
水
槽
設
置
事
業
の
推
進
（
１

箇
所
） 

»
防
災
非
常
用
発
電
設
備
整
備
事

業
の
推
進 

…
防
災
非
常
用
資
材
整
備
事
業
の

推
進 

 
防
災
非
常
用
給
水
施
設
設
置
事

業
の
推
進
（
ガ
チ
ャ
ポ
ン
整
備
） 

À
道
路
防
犯
灯
設
置
事
業
の
推
進 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

３.

人
と
自
然
が
共
生
す
る
ま
ち

づ
く
り 

∏
大
雪
旭
岳
源
水
製
品
化
検
討
調

査
事
業
の
推
進 

π
美
し
い
風
景
づ
く
り
推
進
事
業

の
継
続 

・
美
し
い
風
景
づ
く
り
賞
、
み
ち

く
さ
マ
ッ
プ
、
風
景
づ
く
り
推
進

事
業
交
付
金
、
景
観
行
政
団
体
と

し
て
の
景
観
計
画
樹
立 

∫
定
住
促
進
対
策
事
業
の
推
進 

・
マ
イ
ホ
ー
ム
建
築
支
援
事
業
、

賃
貸
共
同
住
宅
建
設
等
支
援
事
業
、

リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業 

ª
市
街
地
東
部
地
区
宅
地
開
発
事

業
の
支
援 

º
町
営
住
宅
活
用
対
策
事
業
の
推

進 ・
低
所
得
者
向
け
住
宅
（
政
策
住

宅
５
戸
）
へ
の
転
換 

Ω
西
団
地
公
営
住
宅
建
設
事
業
の

推
進 

・
西
団
地
建
替
事
業
、
西
団
地
解

体
整
地
事
業
、
実
施
設
計 

æ
公
営
住
宅
維
持
管
理
事
業
の
推

進 ・
北
団
地
外
壁
塗
装
事
業
の
推
進 

ø
幼
児
公
園
整
備
事
業
の
推
進 

・
清
流
西
団
地
公
園
整
備
事
業 

¿
大
雪
遊
水
公
園
水
上
木
道
補
修

事
業
の
推
進 

¡
大
雪
旭
岳
源
水
公
園
案
内
看
板

設
置
事
業
の
推
進 

¬
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
の
推

進 ・
１
丁
目
道
路
改
良
事
業
、
西
２

号
西
２
丁
目
道
路
新
設
事
業
、
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
設
置
事
業
、
西
２
号

道
路
歩
道
新
設
事
業
、
交
通
広
場

整
備
事
業
、
郷
土
館
前
広
場
整
備

事
業 

√
町
道
整
備
事
業
の
推
進 

・
北
１
線
道
路
改
良
事
業
、
西
９

号
西
１
丁
目
道
路
新
設
事
業
、
西

３
号
南
３
条
道
路
新
設
事
業
、
西

８
号
北
1
条
道
路
新
設
事
業
、
西

７
号
北
５
条
道
路
改
良
事
業
、

大
雪
旭
岳
源
水
公
園
道
路
整
備

事
業 

ƒ
建
設
機
械
購
入
事
業
の
推
進 

・
大
型
ロ
ー
タ
リ
ー
更
新 

≈
バ
ス
待
合
所
設
置
事
業
の
推

進 
 

４.

地
域
の
活
力
を
生
む
経
済
基

盤
の
確
か
な
ま
ち
づ
く
り 

∏
恵
み
の
田
園
づ
く
り
支
援
事

業
の
充
実 

・
担
い
手
対
策
事
業
、
生
産
対

策
事
業
、
販
売
対
策
事
業 

π
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事

業
の
推
進 

∫
地
産
地
消
の
積
極
的
な
推
進 

ª
地
域
用
水
機
能
増
進
事
業
の

推
進 

・
北
第
１
支
線
用
水
路
景
観
施

設
整
備
事
業 

º
国
営
造
成
施
設
管
理
体
制
整

備
促
進
事
業
の
推
進 

Ω
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
対

策
事
業
の
推
進 

æ
森
林
整
備
対
策
事
業
の
推
進 

・
２１
世
紀
北
の
森
づ
く
り
推
進

事
業
、
北
の
森
づ
く
り
推
進
事
業
、

豊
か
な
森
づ
く
り
推
進
事
業 

ø
生
産
林
道
整
備
事
業
の
推
進 

¿
山
林
復
旧
支
援
事
業
の
推
進 

¡
町
有
林
造
成
事
業
の
推
進 

・
森
林
空
間
総
合
整
備
事
業
、

流
域
公
益
保
全
整
備
事
業 

¬
産
業
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
支
援

事
業
の
充
実 

√
中
小
企
業
育
成
事
業
の
充
実
（
融

資
枠
の
拡
大
） 

ƒ
国
際
家
具
デ
ザ
イ
ン
フ
ェ
ア
ー

旭
川
へ
の
支
援 

≈
街
な
か
活
性
化
基
本
計
画
の
樹

立 ∆
ふ
る
さ
と
の
道
（
道
々
）
整
備

事
業
の
推
進 

«
交
流
人
口
拡
大
の
積
極
的
な
推

進 »
東
川
タ
ウ
ン
ク
ー
ポ
ン
事
業
の

推
進 

…
「
写
真
の
町
」
事
業
の
見
直
し 

 
写
真
甲
子
園
事
業
の
推
進 

À
忠
別
ダ
ム
完
成
に
向
け
た
観
光

振
興
計
画
の
樹
立 

Ã
観
光
協
会
、
大
雪
山
国
立
公
園

保
護
協
会
の
法
人
化
の
検
討 

Õ
天
人
峡
地
区
公
共
駐
車
場
整
備

事
業
の
推
進 

Œ
旭
岳
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー

ス
照
明
設
備
設
置
事
業
の
推
進 

œ
国
立
公
園
環
境
保
全
体
制
育
成

事
業
の
推
進 

–
キ
ト
ウ
シ
公
園
ス
キ
ー
場
レ
ス

ト
ハ
ウ
ス
屋
上
防
水
補
修
事
業
の

推
進 

—
企
業
誘
致
の
積
極
的
な
推
進 

・
起
業
化
支
援
条
例
の
活
用
、
企

業
立
地
促
進
条
例
の
活
用 

“
町
内
産
業
活
性
化
の
積
極
的
な

支
援 

・
産
業
活
性
化
支
援
条
例
の
活
用
、

未
利
用
企
業
跡
地
利
活
用
の
支
援 

 

５.

参
加
と
対
話
で
築
く
ま
ち
づ

く
り 

∏
自
立
す
る
町
の
地
域
組
織
や
地

域
づ
く
り
の
検
討 

π
財
政
安
定
活
性
化
計
画
の
樹
立 

∫
町
の
自
立
に
向
け
た
行
財
政
改

革
の
継
続
的
検
討 

ª
各
種
税
金
及
び
使
用
料
等
の
確

実
な
徴
収
シ
ス
テ
ム
の
確
立 

º
行
政
機
構
組
織
の
継
続
的
見
直

し Ω
政
策
評
価
シ
ス
テ
ム
の
継
続
的

検
討 

æ
補
助
金
交
付
団
体
の
自
立
化
の

推
進 

ø
公
共
施
設
運
営
改
革
の
継
続
的

検
討 

¿
町
有
財
産
利
活
用
計
画
の
継
続

的
検
討 

¡
人
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
支
援

事
業
の
充
実 

¬
西
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

備
品
購
入
事
業
の
推
進 

√
土
地
評
価
及
び
路
線
価
図
作
成

事
業
の
推
進 

 

　
平
成
17
年
４
月
の
機
構
改
革
に
よ
り
役
場
庁
舎
内
の
事
務
所
お
よ
び
窓

口
の
一
部
が
移
転
し
ま
す
。住
民
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ

と
と
な
り
ま
す
が
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
な
お
、電
話
番
号
に
つ
い
て
は
各
事
務
所
と
も
従
来
ど
お
り
町
代
表
@

82 
｜
２
１
１
１
で
変
わ
り
ま
せ
ん
の
で
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。 

　
そ
の
他
異
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、本
誌
挟
み
込
み
の
東
川
町
行
政
事
務

機
構
図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

●
庁
舎
内
の
窓
口
異
動 

・地
域
自
治
推
進
室（
地
域
コ
ミュニ
テ
ィ
担
当・広
報
広
聴
係・交
通
安
全
係
） 

↓
庁
舎
２
階
旧
教
育
委
員
会
へ 

●
庁
舎
外
へ
の
事
務
所
移
転 

・特
別
対
策
室（
写
真
の
町
推
進
係・経
済
活
性
化
係
） 

↓
東
川
町
文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー（
東
町
１
丁
目
１９ 
｜
８
）内
へ
／
@
８２ 
｜
２
１
１

１（
町
代
表
）ま
た
は
@
８２ 
｜
４
７
０
０（
文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー
） 

・教
育
委
員
会
学
校
教
育
課（
総
務
係・学
校
教
育
係
） 

↓
東
川
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー（
東
町
１
丁
目
１５ 
｜
３
）内
へ
／
@
８２ 
｜

２
１
１
１（
町
代
表
）ま
た
は
@
８２ 
｜
３
２
０
０（
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
） 

幼児センター 

農村環境 
改善センター 

教育委員会 
・学校教育課 
・社会教育課 
・公民館 

文化 
ギャラリー 

特別 
対策室 

東川町 
役　場 

道草館 駐車場 

至旭川 道道大雪山旭岳線 至旭岳 

平成１７年度 
主要施策 

役
場
庁
舎
内
の
事
務
所

役
場
庁
舎
内
の
事
務
所 

お
よ
び
窓
口
が
一
部
移
転
し
ま
す

お
よ
び
窓
口
が
一
部
移
転
し
ま
す 

役
場
庁
舎
内
の
事
務
所 

お
よ
び
窓
口
が
一
部
移
転
し
ま
す 



東川町中期財政推計（試算）17～21年度 
　町では、２年前より財政推計の試算を公表し、財政の現状と５年後までの推計値により、予算編成と併せた評価
検証を行っています。国における三位一体の改革が進められる中、年々厳しさを増す町財政の現状を適切に捉えな
がら、今後における行財政改革に努めていきます。 

※推計にあたっての前提条件と算出方法 
　平成１５年度までは決算数値、平成１６年度は決算見込数値、平成１７年度は当初予算見込数値、以降は予測数値である。また、歳出推計額の１.５％を次年
度繰越金として歳入に見込んでいる。 

歳　　　　　入 

町　　　　　税 

決算額 
Ｈ１５ 
６１１ ▲ ２.２ 

１，８５４ ▲ １１.２ 
７４０ ▲ １４.８ 
１，３１５ ▲ １０.３ 
４，５２０ ▲ １０.５ 

伸率％ Ｈ１６ 
６３３ ３.５ 

１，７５８ ▲ ５.２ 

６２５ ▲ １５.５ 
１，６１９ ２３.１ 

４，６３６ ２.６ 

伸率％ 

決算見込 
Ｈ１７ 
６５２ ３.１ 

１，７００ ▲ ３.３ 

５９２ ▲ ５.３ 

１，３４２ ▲ １７.１ 
４，２８６ ▲ ７.５ 

伸率％ Ｈ１８ 
６５０ ▲ ０.４ 

１，６８５ ▲ ０.９ 

６６７ １２.６ 

１，２３７ ▲ ７.８ 

４，２３９ ▲ １.１ 

伸率％ Ｈ１９ 
６９７ ７.３ 

１，６２３ ▲ ３.７ 

３７３ ▲ ４４.０ 
１，１９８ ▲ ３.２ 

３，８９１ ▲ ８.２ 

伸率％ Ｈ２０ 
７００ ０.５ 

１，５４３ ▲ ４.９ 

３７２ ▲ ０.４ 

１，１６３ ▲ ２.９ 

３，７７８ ▲ ２.９ 

伸率％ Ｈ２１ 
６９０ ▲ １.５ 

１，４９０ ▲ ３.４ 

３６４ ▲ ２.２ 

１，２０３ ３.５ 

３，７４７ ▲ ０.８ 

伸率％ 

当初予算 推　　　　計 

町　　　　　債 
地 方 交 付 税 

そ　　の　　他 
歳　　入　　計 

歳　　　　　出 

人　　件　　費 

決算額 
Ｈ１５ 
９１３ ▲ １.６ 

６６３ ▲ ７.２ 

１４９ ６５.７ 

５２４ ０.０ 

８８５ ▲ ３８.３ 

伸率％ Ｈ１６ 
９６７ ５.９ 

７１６ ８.０ 

１７２ １５.６ 

５２６ ０.３ 

８１３ ▲ ８.２ 

伸率％ 

決算見込 

扶　　助　　費 
物　　件　　費 

公　　債　　費 
投 資 的 軽 費 

１，３２６ ４.４ 

４，４６０ ▲ １０.１ 
１，３７２ ３.５ 

４，５６６ ２.４ 

そ　　の　　他 
歳　　出　　計 

（単位：百万円） 

Ｈ１７ 
８６９ ▲ １０.２ 
６７６ ▲ ５.７ 

１９８ １５.２ 

５４０ ２.７ 

９１６ １２.７ 

伸率％ Ｈ１８ 
８６７ ▲ ０.１ 

６６２ ▲ ２.０ 

２０２ ２.０ 

５７０ ５.５ 

９２２ ０.７ 

伸率％ Ｈ１９ 
８６８ ０.１ 

６４９ ▲ ２.０ 

２０６ ２.０ 

５６７ ▲ ０.４ 

５８５ ▲ ３６.５ 

伸率％ Ｈ２０ 
８４５ ▲ ２.７ 

６３６ ▲ ２.０ 

２１０ ２.０ 

５５８ ▲ １.６ 

５００ ▲ １４.６ 

伸率％ Ｈ２１ 
８４６ ０.２ 

６２３ ▲ ２.０ 

２１４ ２.０ 

５６３ １.０ 

５００ ０.０ 

１，０８８ ▲ ２０.７ 
４，２８６ ▲ ６.１ 

１，０１５ ▲ ６.７ 

４，２３９ ▲ １.１ 

１，０１６ ０.１ 

３，８９１ ▲ ８.２ 

１，０３０ １.３ 

３，７７８ ▲ ２.９ 

１，０００ ▲ ２.９ 

３，７４７ ▲ ０.８ 

伸率％ 

当初予算 推　　　　計 
（単位：百万円） 

（単位：百万円） 

グラフ１ 歳入歳出・差引 主要歳入の推移 

基金（貯金）・町債（借金）の推移 人件費・投資的軽費の推移 

グラフ２ 

グラフ４ グラフ３ 

3，000
Ｈ11 Ｈ21Ｈ20Ｈ19Ｈ18Ｈ17Ｈ16Ｈ15Ｈ14Ｈ13Ｈ12

Ｈ11 Ｈ21Ｈ20Ｈ19Ｈ18Ｈ17Ｈ16Ｈ15Ｈ14Ｈ13Ｈ12

1，712
1，5551，5951，5751，6041，6451，6791，7681，6821，7231，788

3，703

5，056
5，225

5，366
5，498

5，320
5，171

4，974

4，659

4，141
3，950

531

364372373

667
592625

740
868

585
690

Ｈ11 Ｈ21Ｈ20Ｈ19Ｈ18Ｈ17Ｈ16Ｈ15Ｈ14Ｈ13Ｈ12

49

00000

7060
868084

4，000

5，000

3，500

4，500

5，500 5，319

5，009 5，048

4，520

4，566 4，286 4，239

3，891
3，778 3，747

2，429 2，385

2，376 2，305
2，229

2，010

1，885 1，864 1，793
1，705 1，644

2，270

620

531
620 625 625611 667

373 372 364

690

585

106
218

375
252

185 179 170 162 154

592

603

868
740

633 652 650 697 700 690

2，088

1，854
1，758 1，700 1，685 1，623

1，543
1，490

4，636

4，460

4，792
4，925

4，712

4，961

5，270

歳入 歳出 

差引 

0

100

▲100

200

Ｈ11 Ｈ21Ｈ20Ｈ19Ｈ18Ｈ17Ｈ16Ｈ15Ｈ14Ｈ13Ｈ12

1，240

916 922

813

1，435

1，2151，197

0

500

1，000

1，500

2，000

2，500

3，000
町税 
町債 
交付税＋臨財債 

地方交付税 
町債のうち臨財債 

1，000

2，000

3，000

0

1，000

2，000

3，000

4，000

5，000

6，000

0

町債発行額 町債残高 基金残高 

0

200

400

600

800

1，000

1，200

1，400

1，600

人件費 
うち職員給 
投資的軽費 

1，126

846845868867867869

967967967
913929933954

790

570570569569 570569
584586592610624631641644

885

585585585

500500500 500500500

867



○料金改定となる手数料項目と金額 

　
現
在
東
川
町
は
自
立
を
め
ざ

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
る

た
め
財
政
運
営
方
針
を
見
直
し

て
い
ま
す
。 

　
平
成
１６
年
度
よ
り
受
益
と
負

担
の
考
え
に
基
づ
き
公
共
料
金
を

は
じ
め
、
各
種
料
金
改
定
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
今
年
度
は
手
数

料
の
改
定
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。 

 

●
４
月
か
ら
手
数
料
が
か
わ
り
ま

す
。 

　
昨
年
よ
り
行
財
政
改
革
と
負

担
の
公
平
化
の
た
め
、
公
共
施

設
の
使
用
料
お
よ
び
各
種
手
数

料
の
見
直
し
を
行
い
、公
共
施
設

使
用
料
の
有
料
化
、
町
営
バ
ス

の
運
賃
改
正
、
下
水
道
使
用
料

の
改
正
や
一
部
手
数
料
の
改
正

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
現
在
料
金
設
定
し
て
い
る
手

数
料
の
多
く
は
昭
和
６０
年
に
定

め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

平
成
１７
年
度
に
お
い
て
は
証
明

書
関
係
を
発
行
す
る
た
め
に
必

要
な
コ
ス
ト
を
新
た
に
算
出
し
、

受
益
を
受
け
る
方
に
対
し
て
こ

の
コ
ス
ト
の
一
部
を
負
担
い
た

だ
く
こ
と
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

　
手
数
料
４８
項
目
の
う
ち
見
直

し
に
よ
り
料
金
改
定
と
な
っ
た

手
数
料
お
よ
び
新
規
手
数
料
は
、

下
記
の
表
の
と
お
り
と
な
っ
て

お
り
、
実
施
は
本
年
４
月
１
日

か
ら
で
す
。 

　
住
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
何
卒
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

所有権移転の登記嘱託 

世帯全員の住民票及び住民票広域交付 

住民票及び住民票広域交付 
住民基本台帳記載事項証明 
除かれた住民票 
戸籍の附票・除かれた附票の謄本又は抄本 
身分証明等 
外国人登録原票写しの交付（新） 
外国人登録原票記載事項証明（新） 
所得、課税、非課税証明書 
所得申告証明書 
納税証明書 
公課、所有、資産証明書 
家屋現存（滅失）証明 
同一地番証明 
土地又は建物の評価等に関する証明 
営業又は業務の証明 
その他の証明又は証明書等の交付 
道路粁程の証明 
公簿、公文書、図面の閲覧 
公簿、公文書の謄本、抄本又は証明書の交付 
公簿、公文書、図面の写しの交付 
∏Ａ２判を超えるもの 
πＡ３判を超え、Ａ２判以下のもの 
∫Ａ３判以下のもの 

現地目証明 

農業経営基盤強化促進法による 
土地の登記嘱託に関するもの 

手数料の金額 
１枚まで 
２枚以上 
１枚につき 
１通につき 
１枚につき 
１通につき 
１件につき 
１枚につき 
１通につき 
１枚につき 
１枚につき 
１枚につき 
１納税義務者につき 
１筆又は１棟につき 
１枚につき 
１筆又は１棟につき 
１件につき 
１件につき 
１件につき 
１回につき 
１枚につき 

１枚１面につき 

１件につき３筆まで 
１件につき５筆まで 
（ただし、６筆以上１筆増すごと
に２００円加算する） 
１件につき 
１筆につき 

３００円 
４００円 
３００円 
３００円 
３００円 
３００円 
４００円 
４００円 
４００円 
４００円 
４００円 
４００円 
４００円 
８００円 
４００円 
４００円 
８００円 
４００円 
４００円 
４００円 
５００円 
 
７００円 
３００円 
  ２０円 

１，９００円 
２，３００円 

３，５００円 
３００円（改定無） 

手数料を徴収する事項 



1月下旬、市街地地域を中心に水道事
業に関するアンケートを行いました。 
今月号ではその結果についてお知らせ
します。 

発送数　１，３０７世帯 
回　収　１，０６６世帯 
（回収率８１.６％） 

  

　
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
現

在
使
用
し
て
い
る
地
下
水
の
状
況
や
、

将
来
の
水
道
事
業
に
対
し
て
住
民

が
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

を
把
握
し
、
将
来
の
水
道
施
設
整

備
時
期
等
の
基
礎
的
情
報
を
見
極

め
る
資
料
と
す
る
目
的
で
、
１
月

下
旬
に
市
街
地
地
域
を
中
心
に
実

施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
の
で
、
主
な
も
の
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

■
地
下
水
に
つ
い
て 

　
地
下
水
に
つ
い
て
は
、
５１.

６
％

の
方
が
心
配
な
こ
と
は
な
い
と
回

答
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
反
対
に

３４.

４
％
の
方
は
何
ら
か
の
不
安
を

感
じ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

■
上
水
道
の
整
備 

　
水
道
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
必
要
な
い
」
と
答
え
た
方
が
５５.

９
％
、
「
今
必
要
な
い
が
、
将
来

は
必
要
」
と
答
え
た
方
が
２３.

２
％

あ
り
、
あ
わ
せ
て
７９.

１
％
の
方
が

今
す
ぐ
に
は
水
道
は
必
要
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。 

　
反
対
に
、
４.

３
％
の
方
が
、
今

す
ぐ
水
道
が
必
要
と
考
え
、
ま
た
、

２３.

２
％
の
方
が
、
将
来
的
に
は
水

道
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
よ
う

で
す
。 

　
町
で
は
、
平
成
１３
年
度
か
ら
継

続
し
て
市
街
地
区
域
の
地
下
水
調

査
を
実
施
し
て
お
り
、
水
質
・
水

量
と
も
当
分
の
間
は
問
題
な
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。 

　
今
後
、
地
下
水
の
保
全
も
含
め
、

状
況
を
見
極
め
、
住
民
の
意
向
を

把
握
し
な
が
ら
将
来
の
水
道
整
備

を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
な
お
、
詳
し
い
結
果
に
つ
い
て

役
場
町
民
ロ
ビ
ー
で
公
開
し
て
い

ま
す
の
で
ご
気
軽
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

　
　
　
　
　
◇ 

■
東
川
町
水
道
事
業
の
再
評
価
に

つ
い
て 

　
近
年
、
国
の
事
業
採
択
を
得
て

進
め
て
い
る
補
助
事
業
の
な
か
で
、

事
業
採
択
後
一
定
期
間
を
経
過
し

た
事
業
を
対
象
に
、
社
会
経
済
情

勢
の
変
化
を
踏
ま
え
、
必
要
に
応

じ
て
事
業
の
見
直
し
等
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
事
業
の
効
率
的
な
執

行
及
び
そ
の
実
施
過
程
の
透
明
性

を
図
る
た
め
、
事
業
の
再
評
価
を

実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
現
在
、
東
川
町
は
水
道
事
業
に

使
用
す
る
水
の
権
利
（
水
利
権
）

を
持
っ
て
い
な
い
た
め
、
昭
和
５９

年
か
ら
水
利
権
を
得
る
た
め
、
現

在
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る
「
忠

別
ダ
ム
」
の
建
設
工
事
の
一
部
（
建

設
事
業
費
の
４.

７
／
１，
０
０
０
）

を
負
担
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
負

担
金
に
は
、
東
川
町
中
央
地
区
簡

易
水
道
事
業
（
給
水
人
口
１０１
人
以

上
５，
０
０
０
人
以
下
）
に
よ
る
、

国
の
補
助
金
の
一
部
が
含
ま
れ
て

お
り
ま
す
。 

　
今
回
、
事
業
採
択
後
５
年
以
上

経
過
し
て
実
施
中
の
事
業
が
再
評

価
の
対
象
と
な
り
、
東
川
町
中
央

地
区
簡
易
水
道
事
業
が
そ
の
対
象

事
業
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
東
川

町
都
市
計
画
委
員
会
に
諮
り
、
事

業
の
再
評
価
を
実
施
し
た
結
果
、

現
時
点
で
は
「
事
業
の
継
続
」
と

な
り
ま
し
た
。
評
価
内
容
の
詳
細

に
つ
き
ま
し
て
は
、
役
場
都
市
建

設
課
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。 

　
な
お
、
別
掲
で
紹
介
し
て
い
ま

す
『
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
』
の
結
果

を
ふ
ま
え
、
今
後
、
慎
重
に
検
討

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。 

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
今
後
い
ろ

い
ろ
な
情
報
等
を
お
知
ら
せ
す
る

予
定
で
す
の
で
、
ご
理
解
、
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先
　
都
市
建
設
課
上

下
水
道
係
（
電
話
８２ 
｜
２
１
１
１

内
線
２３４
・
２３５
） 

 

：
 

●１：現在使用している地下水の味は、どう思いますか？ 

A.おいしいと思う 

B.どちらかといえば、おいしい方だと思う 

C.普通だと思う 

D.どちらかといえば、おいしくない方だと思う 

E.おいしくないと思う 

F.わからない 

無回答 

666 

207 

133 

10 

8 

6 

36

62.5％ 

19.4％ 

12.5％ 

0.9％ 

0.8％ 

0.6％ 

3.4％ 

●６：現在使用している地下水の水量は、充分あると思いますか？ 

A.充分あると思う 

B.どちらかといえば、ある方だと思う 

C.普通だと思う 

D.どちらかといえば、少ない方だと思う 

E.少ない方だと思う 

F.わからない 

無回答 

582 

175 

159 

39 

14 

61 

36

54.6％ 

16.4％ 

14.9％ 

3.7％ 

1.3％ 

5.7％ 

3.4％ 

●２-１：現在使用している地下水について、心配なことがありますか？ 

A.ある 

B.ない 

C.わからない 

無回答 

367 

550 

102 

47

34.4％ 

51.6％ 

9.6％ 

4.4％ 

●３：あなたは、地下水を大切に使用していると思いますか？ 

A.大切に使用していると思う 

B.どちらかといえば、大切に使用していると思う 

C.普通だと思う 

D.どちらかといえば、無駄に使用していると思う 

E.無駄に使用していると思う 

F.わからない 

G.その他 

無回答 

338 

234 

411 

41 

4 

5 

2 

31

31.7％ 

22.0％ 

38.6％ 

3.9％ 

0.4％ 

0.5％ 

0.2％ 

2.9％ 

●４：もし水道が整備された場合、あなたは水道を利用しますか？ 

A.利用する 

B.条件によっては利用する 

C.利用しない 

D.わからない 

E.その他 

無回答 

76 

148 

548 

235 

33 

40

7.0％ 

13.7％ 

50.7％ 

21.8％ 

3.1％ 

3.7％ 

●５：あなたは今水道が必要だと思いますか？ 

A.必要 

B.今は必要ないが、将来は必要 

C.必要ない 

D.わからない 

E.その他 

無回答 

46 

251 

604 

93 

20 

66

4.3％ 

23.2％ 

55.9％ 

8.6％ 

1.9％ 

6.1％ 

●２-２：「ある」と答えた方にうかがいます。どんなことが心配ですか？ 

A.大腸菌等の細菌 

B.エキノコックス等の原虫 

C.鉄分等含有物質の異常 

D.農薬等による地下水汚染 

E.科学肥料等による地下水汚染 

F.有害物質による地下水汚染 

G.汚水等による地下水汚染 

H.水量の不足 

I.その他 

無回答 

132 

155 

96 

232 

166 

149 

131 

128 

27 

6

10.8％ 

12.7％ 

7.9％ 

19.0％ 

13.6％ 

12.2％ 

10.7％ 

10.5％ 

2.2％ 

0.5％ 



◇
転
出
し
た
先
生 

東
川
小
学
校 

教
　
諭
　
松
本
　
哲
（
東
神
楽
町
立

東
神
楽
小
学
校
教
諭
） 

教
　
諭
　
小
田
島
充
彦
（
士
別
市
立

士
別
小
学
校
教
諭
） 

東
川
第
一
小
学
校 

教
　
頭
　
吉
田
顕
康
（
旭
川
市
立
知

新
小
学
校
教
頭
） 

養
護
教
諭
　
本
多
由
恵
（
当
麻
町
立
宇

園
別
小
学
校
養
護
教
諭
） 

教
　
諭
　
佐
藤
睦
子
（
任
期
満
了
） 

東
川
第
二
小
学
校 

校
　
長
　
澤
田
　
惠
（
定
年
退
職
） 

教
　
諭
　
小
堀
正
和
（
鷹
栖
町
立
北

野
小
学
校
教
諭
） 

東
川
第
三
小
学
校 

校
　
長
　
清
水
典
夫
（
名
寄
市
立
豊

西
小
学
校
校
長
） 

東
川
中
学
校 

校
　
長
　
今
川
和
雄
（
旭
川
市
立
永

山
南
中
学
校
校
長
） 

教
　
頭
　
上
用
眞
一
郎
（
音
威
子
府

村
立
音
威
子
府
中
学
校
校
長
） 

教
　
諭
　
國
井
厚
子
（
東
神
楽
町
立

東
神
楽
中
学
校
教
諭
） 

教
　
諭
　
梅
原
敏
文
（
旭
川
市
立
神

楽
中
学
校
教
諭
） 

教
　
諭
　
泉
田
　
誠
（
当
麻
町
立
当

麻
中
学
校
教
諭
） 

教
　
諭
　
伊
藤
健
治
（
大
学
院
研
修

派
遣
） 

東
川
高
等
学
校 

教
　
諭
　
中
林
信
也
（
旭
川
北
高
等

学
校
教
諭
） 

教
　
諭
　
横
野
　
泉
（
鷹
栖
高
等
学

校
教
諭
） 

養
護
教
諭
　
岩
井
裕
子
（
旭
川
凌
雲
高

等
学
校
養
護
教
諭
） 

東
川
養
護
学
校 

教
　
諭
　
菅
原
康
之
（
旭
川
養
護
学

校
教
諭
） 

教
　
諭
　
井
理
達
也
（
帯
広
養
護
学

校
教
諭
） 

教
　
諭
　
青
山
和
巳
（
鷹
栖
養
護
学

校
教
諭
） 

寄
宿
舎
指
導
員
　
渡
辺
隆
裕
（
旭
川

盲
学
校
寄
宿
舎
指
導
員
） 

事
務
主
任
　
山
本
　
浩
（
行
政
機
関
） 

教
　
諭
　
小
西
　
穂
（
退
職
） 

業
務
主
任
　
堀
井
　
明
（
退
職
） 

業
務
主
任
　
本
永
克
己
（
退
職
） 

調
理
員
　
今
野
ト
モ
子
（
退
職
） 

   

◇
転
入
し
た
先
生 

東
川
小
学
校 

教
　
諭
　
原
田
千
晶
（
東
神
楽
町
立

東
神
楽
小
学
校
教
諭
） 

教
　
諭
　
加
藤
幸
一
（
富
良
野
市
立

麓
郷
小
学
校
教
諭
） 

東
川
第
一
小
学
校 

教
　
頭
　
鎌
上
　
彰
（
占
冠
村
立
占

冠
小
学
校
教
頭
） 

養
護
教
諭
　
竹
原
牧
子
（
富
良
野
市
立

樹
海
西
小
学
校
養
護
教
諭
） 

東
川
第
二
小
学
校 

校
　
長
　
兼
重
一
男
（
中
川
町
立
中

川
中
央
小
学
校
校
長
） 

教
　
諭
　
澤
田
秀
幸
（
中
富
良
野
町

立
西
中
小
学
校
教
諭
） 

東
川
第
三
小
学
校 

校
　
長
　
渡
辺
輝
男
（
旭
川
市
立
末

広
北
小
学
校
教
頭
） 

東
川
中
学
校 

校
　
長
　
渡
部
克
孝
（
下
川
町
立
下

川
中
学
校
校
長
） 

教
　
頭
　
鳴
澤
吉
紀
（
中
川
町
立
中

川
中
学
校
教
頭
） 

教
　
諭
　
島
田
雅
恵
（
当
麻
町
立
当

麻
中
学
校
教
諭
） 

教
　
諭
　
星
　
聡
志
（
比
布
町
立
比

布
中
学
校
教
諭
） 

教
　
諭
　
山
田
敏
之
（
風
連
町
立
日

進
中
学
校
教
諭
） 

教
　
諭
　
赤
坂
　
恵
（
名
寄
市
立
智

恵
文
中
学
校
教
諭
） 

教
　
諭
　
上
村
純
一
（
期
限
付
） 

教
　
諭
　
矢
野
純
弥
（
期
限
付
） 

東
川
高
等
学
校 

教
　
諭
　
森
　
　
静
（
旭
川
南
高
等

学
校
教
諭
） 

教
　
諭
　
高
橋
洋
子
（
鷹
栖
高
等
学

校
教
諭
） 

養
護
教
諭
　
堀
米
洋
美
（
旭
川
凌
雲
高

等
学
校
養
護
教
諭
） 

東
川
養
護
学
校 

教
　
諭
　
二
階
堂
千
登
世
（
美
唄
養

護
学
校
教
諭
） 

教
　
諭
　
大
泉
真
哉
（
帯
広
養
護
学

校
教
諭
） 

教
　
諭
　
吉
田
淳
一
（
旭
川
養
護
学

校
教
諭
） 

教
　
諭
　
野
呂
絢
子
（
真
駒
内
養
護

学
校
教
諭
） 

教
　
諭
　
廣
瀬
　
功
（
札
幌
養
護
学

校
教
諭
） 

教
　
諭
　
佐
々
木
裕
一
（
稚
内
養
護

学
校
教
諭
） 

教
　
諭
　
橋
本
富
美
子
（
旭
川
聾
学

校
教
諭
） 

教
　
諭
　
脇
坂
達
也
（
小
平
高
等
養

護
学
校
教
諭
） 

教
　
諭
　
石
井
潮
里
（
白
樺
高
等
養

護
学
校
教
諭
） 

教
　
諭
　
宇
山
　
愛
（
美
唄
養
護
学

校
教
諭
） 

養
護
教
諭
　
中
野
　
純
（
遠
別
農
業
高

等
学
校
養
護
教
諭
） 

寄
宿
舎
指
導
員
　
館
野
恭
子
（
旭
川

盲
学
校
寄
宿
舎
指
導
員
） 

事
務
主
任
　
鷲
田
好
克
（
旭
川
凌
雲
高

等
学
校
事
務
主
任
） 

　
こ
の
た
び
の
定
期
異
動
で
名
寄
市

立
豊
西
小
学
校
に
赴
任
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。 

　
東
川
第
三
小
学
校
は
、
校
長
と
し

て
初
め
て
の
学
校
で
し
た
が
、
素
直

で
、
屈
託
の
な
い
笑
顔
で
接
し
て
く

る
子
ど
も
た
ち
と
、
心
温
か
く
熱
心

に
指
導
す
る
職
員
に
囲
ま
れ
て
、
本

当
に
楽
し
く
過
ご
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
そ
れ
も
、
保
護
者
や
地
域
の

皆
様
方
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力

の
賜
と
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
趣
味
の
ゴ
ル
フ
を
通
し

て
第
三
地
域
以
外
の
方
々
と
も
お
付

き
合
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
東
川
の

良
さ
を
満
喫
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

　
北
海
道
の
最
高
峰
旭
岳
の
美
し
さ

と
共
に
思
い
出
に
残
る
東
川
町
の
益 

々
の
ご
発
展
を
祈
念
し
、
お
別
れ
の

こ
と
ば
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

４
月
１
日
付
け
で
町
内
各
学
校
職
員
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た 

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

前
東
川
第
三
小
学
校
長 

清
　
水
　
典
　
夫 

　
こ
の
た
び
の
定
期
異
動
で
、
旭
川

市
立
永
山
南
中
学
校
に
赴
任
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
東
川
町
に
は
、

二
校
４
年
間
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

　
東
川
第
三
小
学
校
で
は
、
採
用
校

長
と
し
て
緊
張
し
た
２
年
間
で
し

た
。
第
三
地
区
は
、
教
育
の
二
つ
の

機
能
、
「
教
え
導
く
機
能
」
と
「
主

体
性
を
育
て
る
機
能
」
が
充
実
し
、

地
域
が
子
ど
も
を
育
て
る
と
い
う
意

識
と
団
結
力
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

地
域
と
学
校
の
連
携
の
重
要
性
を
学

び
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

　
東
川
中
学
校
で
は
、
二
学
期
制
や

外
部
評
価
の
導
入
な
ど
新
し
い
取
り

組
み
の
２
年
間
で
し
た
。
学
校
に
対

し
て
協
力
的
な
保
護
者
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
に

助
け
ら
れ
、
基
礎
的
な
流
れ
が
で
き

た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
地
域
の
皆

様
方
か
ら
も
「
お
ら
が
学
校
」
と
い

う
強
い
意
識
を
感
じ
ま
し
た
。
多
く

の
方
々
に
支
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
に

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

　
東
川
町
の
益
々
の
ご
発
展
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
、
お
別
れ
の
ご
あ
い
さ

つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

感
謝
申
し
上
げ
ま
す 

前
東
川
中
学
校
長 

今
　
川
　
和
　
雄 

　
大
雪
山
の
浸
透
水
が
豊
か
に
湧
き

出
る
町
。
お
い
し
い
お
米
が
豊
か
に

実
る
町
。
そ
し
て
、
写
真
の
町
東
川

町
。
開
拓
の
歴
史
に
支
え
ら
れ
た
思

い
や
り
の
あ
る
人
々
の
中
で
、
教
職

生
活
２２
年
の
幕
を
下
ろ
し
ま
す
。 

　
定
年
退
職
と
い
い
ま
す
が
、
ま
だ

ま
だ
働
い
て
い
た
い
し
、
働
く
自
信

も
十
分
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
後

進
に
道
を
譲
る
と
い
う
の
も
一
つ
の

花
道
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
第
二
小
学

校
で
は
、
２
年
間
勤
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
キ
ト
ウ
シ
山
を
は

じ
め
と
す
る
自
然
と
、
地
域
の
人
々

の
教
育
力
を
生
か
し
な
が
ら
想
い
で

深
い
教
育
活
動
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
『
写
真
の
学
校
』

と
し
て
も
、
そ
の
教
育
活
動
が
根
づ

い
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

　
伝
統
的
な
も
の
が
次
々
と
消
え
て

い
く
中
、
『
越
中
踊
り
子
ど
も
保
存

会
』
を
結
成
し
、
細
々
な
が
ら
も
続

け
て
き
て
い
る
姿
は
、
文
化
奨
励
賞

に
も
値
す
る
も
の
と
考
え
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
す
ば
ら
し
い
第
二
小

学
校
で
定
年
を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
、
退
任
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。 

お
世
話
に
な
り
ま
し
た 

前
東
川
第
二
小
学
校
長 

澤
　
田
　
　
　
惠 

　ＮＨＫ旭川放送局では、東川町１１０周年記念事業の一環として、ＮＨＫ公開セミナー「新シルクロード」を実施します。 
　１９８０年に放送したＮＨＫ特集「シルクロード」から２５年。ＮＨＫでは今年１年にわたって、ハイビジョンならではの
臨場感と最新の学術研究成果を生かした「新シルクロード」を放送します。いまなお人々を魅了し続ける東西交流の壮大な
旅路“シルクロード”の魅力を、今回のイベントではシルクロード西域の仏教美術をテーマとした講演会と、ＢＳデジタルハ
イビジョンならではの映像とでお伝えします。 
 
主　　催　　東川町、ＮＨＫ旭川放送局、ＮＨＫ文化センター札幌総支社 
日　　時　　平成17年４月16日º 
　　　　　　開場：午後12時30分　開演：午後１時　終演：午後３時（予定） 
会　　場　　東川町農村環境改善センター（上川郡東川町東町１丁目15番３号） 
内　　容　［第１部］ＢＳデジタルハイビジョンによる番組視聴 
　　　　　［第２部］講演会「シルクロード西域の仏教美術」 
　　　　　【講師】宮治　昭（名古屋大学大学院教授） 
参加申込方法 
〈先着順〉電話またはＦＡＸでお申し込みください。（参加無料） 
〈申込み先〉@：0166－24－8805（平日　午前10時～午後６時） 
　　　　　　ＦＡＸ：0166－24－4080（24時間） 
　　　　　　※ＦＡＸの場合は、A参加希望人数B代表者連絡先（名前・郵

便番号・住所・電話番号）を明記してください。 
〈締め切り〉先着順で350名まで受付け、後日入場整理券をお送りします。 
お問い合わせ　ＮＨＫ旭川放送局「公開セミナー」係 
　　　　　　　@：0166－24－8805（平日　午前10時～午後６時） 

　1945年、静岡県沼
津市生まれ。現在名古
屋大学大学院文学研究
科教授。　1969年以
来、アフガニスタン、
パキスタン、インド、
中国の仏教美術の調査
を続ける。アジアの仏
教遺跡をすべて見てみたいという欲求にから
れている。破壊されたアフガニスタンのバー
ミヤーン遺跡を1969～79に4度にわたって
調査。その成果は『バーミヤーン、遥かなり』
（NHKブックス）にまとめられた。その他の
著書として、『インド美術史』『涅槃と弥勒
の図像学ーインドから中央アジアへー』（国
華特別賞受賞）『ガンダーラ　仏の不思議』
『仏教美術のイコノロジー』『仏像学入門』
など。 

－宮治　昭　プロフィール－ 

東川町１１０周年 
NHK公開セミナー 



　町教委では、この「情報ネットワーク」
を通して、町民の方々が生涯学習を進
めていくための学習、研修、健康づくり
に関する情報を提供しています。 
　また、町民の皆さまの希望や意見
を伝えるページとしても活用したいと
考えています。こんなサークルを作り
たい、また参加してみたい、こんな学
習資料、指導者の情報を提供してほ
しい、こんな事業を計画してほしいなど、
広く取り上げていきたいと思いますので、
どしどしご意見・ご希望をお寄せくださ
い。 
連絡先／右記の各施設担当までお
願いします。 

大雪野球少年団 ミニバスケット少年団 東川空手道少年団 卓 球 少 年 団 

大雪スキー少年団 東川柔道少年団 サッカー少年団 

東川剣道少年団 第三地区少年団 東川バレーボール少年団 東川水泳少年団 

 
　小学生から中学生までの新規団
員（幼児も可）を募集しています。 
　剣道は、生活の中で必要な『礼
儀・心・体』を養うことができま
す。 
　私たちは、少しでも剣道を通じ
て成長してくれることを考え活動
をしています。興味のある方はぜ
ひ東川錬成館に見学にきてくださ
い。 
練習日　毎週火曜日１８時から２１時 
　　　　毎週土曜日１０時から１２時 
お問い合わせ　役場都市建設課　
高木@８２－２１１１（内２３４）   
 
 
 
２月２０日∂忠和公園体育館 
入賞結果 
・型試合（小学１年生女子の部） 
　優　勝　中島沙貴 
・型試合（小学５年生男子の部） 
　第３位　小池孝幸 
・組手試合（小学１年生女子の部） 
　第３位　中島沙貴 
・組手試合（小学５年生男子の部） 
　第３位　鹿原真生  
 
 
　２月６日東川町Ｂ＆Ｇ海洋セン
ターを会場に上記大会が開催され
ましたので、東川柔道スポーツ少
年団の成績をお知らせします。 
・幼児年中以下の部 
優勝　菊地壱／第３位　島田貴章  
・小学２年女子の部 
第３位　島田侑季 
・幼児年長の部 
優勝　溝口裕樹／第２位　森谷多 
・小学１年女子の部 
第２位　野村彩友美／第３位　古
本理名 
・小学３・４年女子の部 
第２位　辻中窓花／第３位　森谷

美紅／第３位　長瀬綾香 
 
 
　２月２７日和寒東山スキー場を会
場に上記大会が開催されましたの
で、東川選手団の大回転競技の成
績をお知らせします。 
・壮年Ｃ　第４位　沢口　康 
・壮年Ｂ　第３位　高木雅人 
・成年Ｂ　第４位　遠藤寿宏 
 
 
  
 
　教育委員会では、教育に関する
いろいろな問題で悩んでいる方の
ために、毎月「教育相談日」を開
設しています。気軽にお電話くだ
さい。 
相談日　毎月第３水曜日午前１０時
　　　　　から午後４時まで 
※第３水曜日以外でも相談をお受
けいたします。 
場　所　東川町農村環境改善セン
　　　　ター（公民館） 
相　談　来室相談か電話相談です 
・専用電話　@８２－４２２５ 
担当者　町教育相談員　生涯学習
推進アドバイザー菅原嘉宣 
 
 
 
 
  
　氷まつりの期間中の風景をテー
マに募集された第３１回ひがしかわ
氷まつり写真コンテストが行われ、
一般の部に５１点、小中学生の部に
４０点の応募をいただきました。 
　応募作品は４月１３日より文化ギ
ャラリーに展示されますのでぜひ
ご観覧ください。 
●入選者【一般の部】 
金　賞　坪川博明「親子のメルヘン」 
銀　賞　柴田清明「我こそは氷の王者よ」 
銀　賞　小広川芳伸「オットット」 

銅　賞　山室　薫「親子でモチツキ」 
銅　賞　青山靖子「不思議な木の下で」 
銅　賞　冨田光雄「幸せを呼ぶトンネル」
（他入選１０作品） 
●入選者【小中学生の部】 
特別賞　大泉結花「かさをさしているトトロ」 
特別賞　塚田野衣「光」 
他入選１０作品 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●第２１回「日本の自然」写真コン
テスト入賞作品展　 
　４月１日ª～４月１７日∂ 
●第２１回北海道報道写真展 
　４月１日ª～４月２０日π 
●オリンパスカメラクラブ大雪山
支部写真展 
　４月１日ª～４月１３日π 
●第３１回ひがしかわ氷まつり写真
コンテスト作品展 
　４月１５日ª～４月３０日º 
●二宮洋二写真展「北海道の生き
物たち」 
　４月１９日∏～５月８日∂　 
●寺井浩写真展「幻夢紀行」 
　４月１９日∏～５月８日∂　 
●ストロボ研究会写真展 
　４月２２日ª～５月８日∂　 

子育てネット「たんぽぽ」４月のお知らせ 
　対　象　町内に住んでいる新生児～就園前の親子ならどなたでも（会員随時募集中です。） 
《テーマ》新年度　初顔合わせ（この機会にぜひ参加してみて下さい） 
　と　き　４月２１日∫　午前１０時３０分～午後３時位 
　ところ　東川町公民館（和室） 
　申込み　不要（帰る時間は各自の都合で自由に帰って 
　　　　　いいのでお気軽にどうぞ。） 
　お問い合わせ 
　　役場保健福祉課　保健師まで（@８２－２１１１） 

相談日　２０日（水） 
時　間　午前１０時～午後４時 
相談要領　電話相談（来室可） 
専用電話　@８２－４２２５ 

4月の教育相談 

ひとりで悩まずにご相談ください 

第３１回ひがしかわ氷まつり写真 
コンテスト入賞者決まる 

「みんなでつくろうあったか」標語 
　　　 （平成１６年度入選作品） 

優秀賞 中学生の部 

（東川中　１年　馬場　こずえ） 
育てよう　やさしい心と　思いやり 

剣道少年団員募集 
平成１６年上川スポーツフェスタ 
冬季大会 
 

展示のご案内 
”ひ
が
し
か
わ
氷
ま
つ
り
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
“一
般
の
部
金
賞 

「
親
子
の
メ
ル
ヘ
ン
」坪
川
博
明 大会結果のお知らせ 

旭川地区空手道連盟第18回会長 
杯空手道大会 

第９回道北選抜東川少年少女 
柔道大会 

指導者登録制度 
目　　　的　町教育委員会では、児童・生徒のスポーツの普及発展を図

る目的で、各スポーツ少年団の指導者不足を改善し、指導
者の確保と育成を図ることにより、スポーツ少年団活動の
充実を図っていきたいと考えています。 

　　　　　　　このため、平成１７年度より「東川町スポーツ少年団指導
者登録制度」を実施し、下記登録種目の指導をしていただ
ける方を募集しますので、よろしくお願いいたします。 

登録対象者　町内外の一般住民及び専門学生等 
　　　　　　※経歴・資格等が無くても、興味

のある方であれば歓迎です。 
　　　　　　※知人で指導者等に適した方がい

ればご連絡ください。 
登録種目 
 
 
 
 
 
 
 
 
登録受付先　町教育委員会　社会教育課社会体育係 
　●東川町北町１丁目７番１号　東川町Ｂ＆Ｇ海洋センター 
　●東川町東町１丁目１５番３号　東川町農村環境改善センター（公民館） 
　　@82－4200（海洋センター）または@82－3200（改善センター） 

 



　皆さんご存じかと思いますが、私は日本語検定
に向けて精一杯勉強をしてきました。そして昨年
12月に試験を受けました。とーっても難しい試験
でした。受験者の中で簡単だったと自慢気だった
のはたった一人。残りのみんなは浮かぬ顔で試験
会場を後にしました。でも憂鬱も長くは続きませ
んでした。なんといってもやっと普通の生活が戻
ってくることに気がついたのですから。 
　受かりっこないなあ、と思いました。でもこれ
だけ一生懸命やれたということに感謝の気持ちで
いっぱいでした。勉強の成果は試験の結果よりも、
むしろ以前に比べてずっと日本語がわかるという
事実だと思いました。もちろん話すときはゆっく
りで言いよどむこともあります。でもそんなこと
は練習には付き物です。 
　そして結果が来ました。開封したときの衝撃と
いったら。「うっそー！」と思わず大声で叫びま
した。信じられない事に合格していたのです。 
　新年度が始まり春がやってきました。皆さんの
中にも人生の楽しい局面を迎えた方がたくさんい
らっしゃると思います。これをチャンスと考えて
新たなスタートを切りましょう。目標を決めて自
分の願いに向かって頑張りましょう！ 

Well, all of you already know that I had been 
studying as hard as humanly possible for the 
Japanese Proficiency Test, which I sat in 
December. I thought that the test was 
soooooooo hard! There was only one person 
boasting about how easy it was. The rest of us 
walked out of the test building with clouds over 
our heads. I wasn't gloomy for very long 
though, as I realized that I finally had my life 
back! 
I thought to myself that there was no way that 
I'd passed, but at the same time I was so 
thankful that I'd studied that hard. I realized that 
the fruits of my labour were not going to come 
from my test results... but from the face that I 
knew so much more Japanese.  
Mind you, I am still stuttering and slow when I 
am speaking, but that should come with practice 
I think. When I did open my results I was so 
shocked! "No way!' I think I shouted out loud. I 
had passed and I couldn't believe it. 
Well, I know that many of you may have 
entered into now parts of your lives. With a new 
academic year and Spring on it's way, please 
take the opportunity to start anew. Plan your 
goals and fight for what you want!

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
の
語
学
講
座
も

今
月
か
ら
新
し
く
な
り
、書
店
で
は

ピ
カ
ピ
カ
の
テ
キ
ス
ト
が
飛
ぶ
よ

う
に
売
れ
て
い
ま
す
。（
こ
う
い
う

の
を
英
語
でselling like hot 

cakes

と
い
い
ま
す
）。春
か
ら
英

語
を
始
め
よ
う
と
思
っ
て
い
る
方

も
仲
間
入
り
を
す
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。 

　
で
も
、こ
れ
ら
講
座
の
テ
キ
ス
ト

の
売
れ
行
き
が
一
番
い
い
の
が
４
、

５
月
で
す
。６
月
か
ら
は
売
れ
行
き

が
激
減
し
早
く
も
挫
折
す
る
人
続

出
で
す
。も
う
少
し
続
け
て
い
れ
ば

効
果
が
実
感
で
き
た
の
に
と
思
う

と
非
常
に
残
念
で
す
。 

　
語
学
の
勉
強
は
水
道
の
蛇
口
の

よ
う
な
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。や
る

気
に
満
ち
て
い
る
と
き
は
全
開
に

し
て
勢
い
よ
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注

ぎ
こ
む
。そ
の
気
に
な
れ
な
い
と
き

は
蛇
口
を
細
く
し
て
チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ

と
水
を
流
す
。そ
れ
だ
っ
て
閉
め
て

し
ま
う
よ
り
は
絶
対
い
い
。蛇
口
は

閉
め
れ
ば
錆
び
つ
い
て
、次
回
開
け

る
の
が
と
て
も
億
劫
に
な
り
ま
す
。

接
点
さ
え
あ
れ
ば
、ま
た
気
持
ち
が

の
っ
て
き
ま
す
。そ
れ
ま
で
は
細
々

と
で
も
続
け
て
お
く
こ
と
で
す
。 

　
で
は
、ど
う
や
っ
た
ら
蛇
口
を
閉

め
な
い
で
い
ら
れ
る
か
で
す
が
、経

験
者
の
話
や
洋
楽・洋
画
で
英
語
の

楽
し
さ
や
憧
れ
を
刺
激
す
る
の
は

い
か
が
で
し
ょ
う
。や
る
気
を
復
活

さ
せ
て
く
れ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

サ
イ
ト
を
紹
介
し
ま
す
。 

●
１００
万
人
の
英
語 

http://english.evidus.com
/

　
英
語
に
関
す
る
各
種
読
み
物
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
留
学
情

報
も
豊
富
で
す
。メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

も
あ
り
ま
す
。 

●
英
語
を
学
ぶ
す
べ
て
の
人
へ 

http://w
w
w
.how

toeigo.net/

　
タ
イ
ト
ル
を
裏
切
ら
な
い
充
実

ぶ
り
で
す
。時
間
を
忘
れ
て
読
ん
で

し
ま
う
で
し
ょ
う
。 

第12回 



●若年者納付猶予制度の対象となる 
　年収の目安 

※経過した年数が2年以内の分には加算額がありません。／上記の金額は平成16年度のものです。 
　平成17年度は改正される予定です。 

●平成16年度中に納する場合の追納額（月額） 

※４人世帯、２人世帯は、夫か妻のどちらか 
　のみに所得（収入）がある世帯の場合 

２００５年度の基準 

２５８万円 

１５７万円 

１２２万円 

4人世代 
（夫婦・子２人） 
２人世代 
（夫婦のみ） 

単身世帯 

経過した年数 追納額 
1年以内 13，300円 

1年を超え2年以内 13，300円 
2年を超え3年以内 13，830円 
3年を超え4年以内 14，390円 
4年を超え5年以内 14，960円 

経過した年数 追納額 
5年を超え6年以内 15，560円 
6年を超え7年以内 15，800円 
7年を超え8年以内 16，010円 
8年を超え9年以内 16，080円 
9年を超え10年以内 16，080円 

　
学
生
で
な
い
若
年
者
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
制
度
で
は
、
就
労
が
困

難
で
あ
っ
た
り
、
失
業
中
で
あ
る
等

の
理
由
で
所
得
が
低
い
人
で
あ
っ
て

も
、
収
入
の
あ
る
親
と
同
居
し
て
い

る
と
保
険
料
の
免
除
に
な
ら
な
い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
若
年
者
が
、
将
来
の

無
年
金
・
低
年
金
と
な
る
こ
と
を
防

止
す
る
た
め
に
、
同
居
し
て
い
る
世

帯
主
の
所
得
に
か
か
わ
ら
ず
、
本
人

及
び
配
偶
者
の
所
得
要
件
で
保
険
料

納
付
を
猶
予
し
、
負
担
で
き
る
こ
と

と
な
っ
た
時
点
で
保
険
料
の
追
加
を

可
能
と
す
る
仕
組
み
が
創
設
さ
れ
ま

し
た
。 

●
３０
歳
未
満
の
第
１
号
被
保
険
者
で
、

本
人
及
び
配
偶
者
の
所
得
が
基
準（
全

額
免
除
基
準
と
同
じ
）
に
該
当
す
る

こ
と
（
こ
の
場
合
、
世
帯
主
の
所
得

は
判
断
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。
） 

●
納
付
猶
予
期
間
は
、
年
金
の
受
給

資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年

金
額
の
計
算
に
は
反
映
さ
れ
な
い
こ 

と（
単
な
る
カ
ラ
期
間
と
な
り
ま
す
。） 

●
納
付
猶
予
期
間
に
つ
い
て
は
、
１０

年
間
は
追
納
が
で
き
る
も
の
と
し
、

追
納
さ
れ
た
場
合
は
保
険
料
納
付
済

期
間
と
さ
れ
る
こ
と 

●
猶
予
の
周
期
は
、
前
年
の
所
得
が

６
月
に
決
定
す
る
こ
と
か
ら
、
７
月

か
ら
６
月
ま
で
の
周
期
と
な
る
が
、

若
年
者
納
付
猶
予
制
度
の
施
行
は
１７

年
４
月
か
ら
で
あ
る
た
め
、
初
年
度

の
周
期
は
、
１７
年
４
月
か
ら
１８
年
６

月
ま
で
の
１５
カ
月
間
で
す
。但
し
、
途

中
で
３０
歳
に
到
達
す
る
者
に
つ
い
て

は
、
３０
歳
に
到
達
す
る
月
の
前
月
ま

で
で
す
。 

●
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
の
申
請
は
、

所
得
の
確
定
す
る
６
月
下
旬
か
ら
開

始
し
ま
す
。 

●
こ
の
納
付
猶
予
制
度
は
平
成
１７
年

４
月
か
ら
平
成
２７
年
６
月
ま
で
の
１０

年
間
の
時
限
措
置
で
す
。 

お
問
い
合
わ
せ
　
税
務
住
民
課
住
民

相
談
年
金
係
@
８２
ñ
２
１
１
１ 

旭
川
社
会
保
険
事
務
所
@
２６
ñ
４
４

８
９
　 

                      

    

　
３
月
７
日
に
街
な
か
活
性
化
推
進

協
議
会
か
ら
、
街
な
か
活
性
化
基
本

計
画
の
中
間
報
告
書
が
町
に
提
出
さ

れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
平
成
１６
年
１
月
に
設
立

さ
れ
た
「
街
な
か
活
性
化
推
進
協
議

会
」
に
よ
る
中
心
市
街
地
を
魅
力
あ

る
賑
わ
い
の
町
と
す
る
た
め
の
検
討

内
容
を
中
間
報
告
書
と
し
て
取
り
ま

と
め
た
も
の
で
す
。 

　
当
該
協
議
会
の
街
な
か
活
性
化
基

本
計
画
中
間
報
告
書
の
詳
細
に
つ
き

ま
し
て
は
、
行
政
区
各
班
に
回
覧
し

て
お
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

お
問
い
合
わ
せ
　
産
業
振
興
課
商
工

係
@
８２
ñ
２
１
１
１
（
内
１３３
） 

 

若
年
者
納
付
猶
予
制
度
が
創 

設
さ
れ
ま
す
。
申
請
は
６
月 

下
旬
か
ら 

■東川町役場 82-2111 
■公民館 82-3200 
■文化交流館 82-4245 
■文化ギャラリー 82-4700 
■B&G海洋センター 82-4600 
■町立診療所 82-2101 
■大雪消防組合東川支署 82-2310 
■道草館 68-4777

4月のこよみ 

5月 
日 月 火 水 木 金 土 
ï 2 ó ò ô 6 T 
ú 9 10 11 12 13 [ 
£ 16 17 18 19 20 b 
™ 23
± 30

24 25 26 27 i 
31     

4月 
日 月 火 水 木 金 土 
     1 O 
ó 4 5 6 7 8 V 
û 11 12 13 14 15 ] 
• 18
¨ 25

19 20 21 22 d 
26 27 28 29 k 

 ６日　交通安全祈願祭 
　 　　各小学校入学式 
　 　　中学校入学式 
 ７日　幼児センター入園式 
１６日　ＮＨＫ公開セミナー「新シルク 
　 　　ロード」 

税
務
住
民
課
住
民
相
談
年
金
係 

街
な
か
活
性
化
推
進
協
議
会 

か
ら
の
中
間
報
告 

産
業
振
興
課
商
工
係 



保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係 

行
政
相
談
委
員
が
か
わ
り 

ま
す 

東
川
町
幼
児
セ
ン
タ
ー 

幼
児
セ
ン
タ
ー
一
時
保
育
の 

申
込
み
に
つ
い
て 

都
市
建
設
課
管
理
係 

町
営
バ
ス
シ
ル
バ
ー
定
期
乗 

車
券
を
ご
利
用
く
だ
さ
い 

税
務
住
民
課
住
宅
下
水
道
係 

公
営
住
宅
・
特
定
公
共
賃 

貸
住
宅
の
入
居
者
を
募
集 

し
ま
す 

保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係 

東
川
町
医
療
費
助
成
制
度 

が
か
わ
り
ま
す 

都
市
建
設
課
土
木
係 

大
雪
遊
水
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ 

場
協
力
金
の
お
願
い
に
つ
い
て 

稲 井 孝 子さん 

内　　容　　より良い地域づくりをめざす地域コミュニティの推進
について、会議に出席して意見を聞かせていただく。 

任　　期　　平成17年5月から平成18年3月まで 
募集人員　　3名（男女は問わない。） 
応募資格　　∏町内に在住する20歳以上（平成17年4月1日現在）の方 
　　　　　　π開催予定（6回程度）の会議に参加できること。 
応募方法　　住所、氏名、生年月日、電話番号を記載した文書を窓

口へ提出、またはファックス若しくは電話により応募
する。 

　　　　　　窓　　口　　企画総務課地域自治推進室 
　　　　　 （FAX82－3644／@82－2111内222） 
応募期間　　平成17年4月1日ª～4月20日π 
報　　償　　有り（交通費等） 
そ の 他　　応募者が募集人員を超えた場合

には、応募者数に配慮し、抽選
を原則として選考する。 

東川町・東川町交通安全協会・ 
東川駐在所 
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国
で
は
、
全
国
の
市
町
村
に
行
政

相
談
委
員
を
委
嘱
し
、
国
民
の
行
政

に
対
す
る
苦
情
や
要
望
を
聞
い
て
、

問
題
の
解
決
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

　
本
年
３
月
末
で
退
任
さ
れ
た
松
林

茂
さ
ん
に
か
わ
り
、
稲
井
孝
子
さ
ん

（
西
町
８
丁
目
２
番
１０
号
@
８２
ñ
２

３
２
８
）
が
総
務
大
臣
か
ら
行
政
相

談
委
員
と
し
て
任
命
さ
れ
ま
し
た
。 

　
地
域
で
の
皆
さ
ん
の
身
近
な
相
談

相
手
と
し
て
相
談
を
受
け
付
け
、
相

談
者
へ
の
助
言
や
関
係
行
政
機
関
へ

の
通
知
な
ど
の
仕
事
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 

            

　
平
成
１７
年
４
月
１
日
よ
り
重
度
心

身
障
害
者
医
療
費
・
ひ
と
り
親
家
庭

等
医
療
費
の
助
成
内
容
が
変
わ
り
ま

す
。 

●
医
療
費
の
負
担
割
合
が
変
わ
り
ま

す 　
従
来
、
初
診
料
の
み
医
療
機
関
窓

口
で
負
担
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た

が
、
住
民
税
の
課
税
・
非
課
税
の
状

況
に
よ
り
窓
口
負
担
が
変
わ
り
ま
す
。 

A
住
民
税
課
税
世
帯
で
一
定
所
得
以

上
…
医
療
費
の
１
割 

B
住
民
税
課
税
世
帯
で
一
定
所
得
以

下
…
初
診
料
の
み
（
均
等
割
の
み
課

税
世
帯
含
む
） 

C
住
民
税
非
課
税
世
帯
…
初
診
料
の

み ※
一
定
所
得
と
は
、
児
童
扶
養
手
当

の
所
得
基
準
額
に
準
拠
し
ま
す
。 

●
受
給
者
証
が
発
行
さ
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す 

　
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
受
給
者

証
を
お
持
ち
の
方
の
う
ち
、
６５
歳
以

上
の
方
で
課
税
世
帯
と
判
定
さ
れ
た

場
合
、
医
療
費
自
己
負
担
が
１
割
負

担
と
な
り
老
人
医
療
受
給
者
と
同
じ

医
療
費
の
負
担
割
合
と
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
受
給
者
証
が
発
行
さ
れ
ま

せ
ん
。 

　
な
お
、
課
税
状
況
が
毎
年
変
わ
る

た
め
、
受
給
者
証
が
発
行
さ
れ
な
い

方
で
も
、
次
回
更
新
の
判
定
に
よ
っ

て
受
給
者
証
が
発
行
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
毎
年
の
更
新

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

     

受
付
期
間
　
４
月
１
日
ª
〜
２２
日
ª 

受
付
場
所
　
税
務
住
民
課
住
宅
下
道

係
窓
口
（
役
場
庁
舎
１
階
） 

募
集
戸
数
　
４
戸 

持
ち
物
　
印
鑑
・
平
成
１５
年
１
月

か
ら
１２
月
ま
で
の
所
得
の
状
況
が
確

認
で
き
る
書
類
（
所
得
証
明
、
源
泉

徴
収
票
等
） 

●
一
般
公
営
住
宅 

募
集
団
地
A
北
団
地
Ａ
６
棟 

間
取
り
・
戸
数
・
家
賃
　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ 

（
７６.６
fl
）
・
１
戸
（
２
階
）
・
２
万 

５，
５
０
０
円
〜
７
万
４，
０
０
０
円 

住
宅
の
建
築
年
・
構
造
・
設
備
等 

平
成
７
年
・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造 

２
階
建
、
浴
室
（
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
付 

き
）
、
物
置
付
き
、
駐
車
場
１
台 

募
集
団
地
B
北
団
地
Ａ
５
棟 

間
取
り
・
戸
数
・
家
賃
　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ 

（
７６.６
fl
）
・
１
戸
（
２
階
）
・
２
万 

５，
１
０
０
円
〜
７
万
３，
０
０
０
円 

住
宅
の
建
築
年
・
構
造
・
設
備
等 

平
成
６
年
・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造 

２
階
建
、
浴
室
（
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
付 

き
）
、
物
置
付
き
、
駐
車
場
１
台 

募
集
団
地
C
清
流
東
団
地
Ａ
２
棟 

間
取
り
・
戸
数
・
家
賃
　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ 

（
６６.５
fl
）
・
１
戸
（
２
階
）
・
１
万 

８，
３
０
０
円
〜
４
万
８，
６
０
０
円 

住
宅
の
建
築
年
・
構
造
・
設
備
等 

昭
和
６１
年
・
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ブ
ロ
ッ
ク

造
２
階
建
、物
置
付
き
、駐
車
場
１
台 

※
浴
槽
、
ボ
イ
ラ
ー
、
灯
油
タ
ン
ク

に
つ
い
て
は
、
入
居
者
が
設
置
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、希
望
に
よ
り
、

前
入
居
者
が
使
用
し
た
も
の
を
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
（
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
） 

●
入
居
期
限
付
公
営
住
宅 

　
建
替
え
の
関
係
で
平
成
２１
年
ま
で

の
入
居
期
限
付
住
宅
。
建
替
え
に
伴

う
移
転
補
償
の
支
給
対
象
に
は
な
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
他
の
公
営
住
宅
へ

の
斡
旋
も
行
い
ま
せ
ん
。 

募
集
団
地
D
　
清
流
団
地
Ｂ
４
棟

（
平
成
２１
年
３
月
３１
日
期
限
） 

間
取
り
・
戸
数
・
家
賃
　
３
Ｄ
Ｋ
（ 

４３.８
fl
）
・
１
戸
・
６，
５
０
０
円
〜
１ 

１，
３
０
０
円 

住
宅
の
建
築
年
・
構
造
・
設
備
等 

昭
和
４７
年
・
簡
易
耐
火
構
造
平
屋
建
、

物
置
な
し
、
駐
車
場
な
し 

※
浴
槽
、
ボ
イ
ラ
ー、
井
戸
ポ
ン
プ
、

灯
油
タ
ン
ク
に
つ
い
て
は
、
入
居
者

が
設
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

井
戸
ポ
ン
プ
、
灯
油
タ
ン
ク
は
希
望

に
よ
り
、
前
入
居
者
が
使
用
し
た
も

の
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
） 

入
居
資
格
　
町
内
に
住
所
ま
た
は
勤

務
地
を
有
す
る
方
お
よ
び
本
町
に
居

住
を
希
望
さ
れ
て
い
る
人
で
、
次
の

要
件
に
該
当
す
る
人
。 

A
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族
の
い
る
方 

B
単
身
者
は
５０
歳
以
上
の
方 

※
生
活
保
護
者
等
の
一
部
を
除
く 

C
世
帯
の
収
入
金
額
が
国
で
定
め
る 

収
入
基
準
の
範
囲
内
の
方
（
月
額
所

得
が
２０
万
円
ま
で
　
※
た
だ
し
、
世

帯
の
状
況
に
よ
っ
て
変
わ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
） 

選
考
方
法
　
公
営
住
宅
等
入
居
者
選

考
委
員
会
を
開
催
し
入
居
者
を
決
定
。

※
上
記
委
員
会
で
決
定
さ
れ
な
か
っ

た
場
合
は
公
開
抽
選
会
を
開
催
し
ま

す
が
開
催
日
は
未
定
で
す
。 

入
　
　
居
　
５
月
上
旬
（
予
定
） 

敷
　
　
金
　
家
賃
の
３
カ
月
分 

問
い
合
わ
せ
先
　
税
務
住
民
課
住
宅

下
水
道
係
@
８２
ñ
２
１
１
１
（
内
線

１２９
） 

      

　
幼
児
セ
ン
タ
ー
で
は
、
家
庭
に
い

る
乳
幼
児
で
一
時
的
に
保
育
を
必
要

と
す
る
と
き
に
実
施
す
る
、
一
時
保

育
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。 

対
象
乳
幼
児
　
健
康
な
生
後
６
カ
月

か
ら
就
学
前
ま
で
の
乳
幼
児 

保
育
時
間
　
午
前
８
時
か
ら
午
後
４

時
ま
で
（
利
用
は
原
則
週
３
日
ま
た

は
１５
日
以
内
と
し
ま
す
。
） 

手
続
き
　
希
望
す
る
保
護
者
は
、

原
則
と
し
て
保
育
日
の
５
日
前
（
乳

幼
児
の
生
活
の
状
況
や
給
食
、
ア
レ

ル
ギ
ー
等
事
前
に
栄
養
士
等
の
面
談

が
必
要
で
あ
り
、
更
に
集
団
生
活
に

な
れ
て
い
な
く
個
別
に
対
応
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
場
合
は
、
臨
時
に
職

員
の
確
保
が
必
要
の
た
め
）
ま
で
に

一
時
保
育
申
込
書
の
提
出
が
必
要
で

す
。
な
お
、
緊
急
（
突
発
的
な
事
情

等
）
の
場
合
は
、
対
応
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

保
育
料
　
乳
幼
児
の
年
齢
に
か
か

わ
ら
ず
、
一
日
あ
た
り
１，
５
０
０
円

で
す
。
な
お
、
申
込
後
の
取
り
消
し

は
、
保
育
日
の
前
日
（
前
日
が
閉
園

日
の
場
合
は
、
そ
の
前
日
）
の
午
後

５
時
ま
で
直
接
又
は
電
話
で
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。
午
後
５
時
を
過
ぎ
て

の
取
り
消
し
は
、
一
時
保
育
料
を
納

め
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。 

申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
　
東
川
町

幼
児
セ
ン
タ
ー
@
８２
ñ
３
４
０
０ 

      

　
４
月
１
日
よ
り
、
満
６５
歳
以
上
の

方
の
町
営
バ
ス
定
期
乗
車
券
が
、
大

人
通
学
料
金
と
同
じ
７０
％
引
き
と
ご

利
用
し
や
す
く
な
り
ま
す
。 

　
役
場
税
務
住
民
課
窓
口
・
町
立
診

療
所
・
道
草
館
の
３
カ
所
で
購
入
で

き
ま
す
の
で
、購
入
の
際「
町
民
証
・

運
転
免
許
証
・
健
康
保
健
証
・
老
人

医
療
受
給
者
証
・
介
護
保
険
者
証
」

等
本
人
の
生
年
月
日
が
証
明
で
き
る

も
の
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。 

      

　
町
で
は
、
受
益
と
負
担
の
バ
ラ
ン

ス
の
考
え
に
立
ち
、
平
成
１６
年
度
よ

り
公
共
施
設
利
用
料
の
見
直
し
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。 

　
大
雪
遊
水
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

は
、
今
ま
で
無
料
で
開
放
し
て
い
ま

し
た
が
、
他
の
町
内
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
と
の
バ
ラ
ン
ス
か
ら
、
平
成
１７
年

度
よ
り
１
人
１
日
１００
円
の
協
力
金
を

お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

　
管
理
人
は
置
き
ま
せ
ん
が
、
男
子

ト
イ
レ
横
に
協
力
金
収
集
箱
を
設
置

し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

■運動期間 
　４月２０日π～４月３０日º 
統一標語 
「火は消した？　いつも心に　きいてみて」 
重点事項 
○住宅用火災警報器・消火器を設置しま
しょう。 
○乾燥時及び強風時は火気の取扱いに
注意しましょう。 
○林野火災防止のため入林時は火気厳
禁に心掛けましょう。 
期間中の主な行事 
○防火啓蒙サイレンの吹鳴 
　初日から３日間午後７時に１５秒間 
○一般家庭防火訪問 
○防火パレード等 
　　　　 
大雪消防組合東川支署・東川消防団 

東
川
桂
書
会
１６
年
度
も
好
成
績
を

挙
げ
る
！ 

　
　
桂
書
会
は
五
教
室
５０
名
の
会

員
で
月
２
〜
４
回
の
例
会
で
書
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。１６
年
度
も
次
の

よ
う
な
全
国
展
・
全
道
各
店
で
す

ば
ら
し
い
成
績
を
挙
げ
ま
し
た
。 

毎
日
書
道
展（
全
国
展
）◇
入
選
　

若
林
桂
穂・久
保
桂
雪・篠
原
桂
珠・

海
老
澤
桂
春 

北
海
道
書
道
展
◇
秀
作
賞
　
金
野

魯
城 

全
道
書
道
展
◇
準
会
友
賞
　
小
坂

精
雪・
藤
田
桂
粋
／
◇
公
募
特
選

　
長
谷
川
桂
良・棒
手
桂
楽・晴
披

桂
仙
／
◇
公
募
秀
作
　
児
玉
桂
玉・

盛
永
桂
里・
蔵
本
桂
昌
／
◇
入
選

　
香
川
桂
友・中
條
桂
香・平
林
桂

成
・
山
崎
桂
聖
・
花
本
桂
輝
・
河
村

桂
光・小
桧
山
桂
山 

■
皆
さ
ん
の
ご
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す 

　（
連
絡
先
　
@
８２ 
｜
２
０
５
１
金
野
ま
で
） 



社
協
通
信 

社
会
福
祉
協
議
会 

温
か
い
善
意 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

今
月
の
く
ら
し
の
相
談
日
ご
案
内 

４
月
２１
日 

尾
　
池
　
隆
　
男 

大
雪
地
区
広
域
連
合 

介
護
保
険
料
の
特
別
徴 

収
（
仮
徴
収
）
に
つ
い
て 

企
画
総
務
課
総
務
係 

陸・海・空
自
衛
隊（
一
般・技
術
） 

幹
部
候
補
生
を
募
集
し
ま
す 

東
川
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会 

が
交
通
安
全
表
彰
を
受
け
る 

鷲
見
績
さ
ん
よ
り
テ
レ
ビ
の 

寄
贈 

写
真
の
町
事
業
に
寄
付 

在
北
九
州
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
名 

誉
領
事
（
ラ
ト
ビ
ア
領
事
兼 

務
）
よ
り
太
鼓
の
寄
贈 

上
田
亮
一
さ
ん
が
北
海
道
社 

会
貢
献
賞（
自
治
功
労
者
）を 

受
賞 

    

　
介
護
保
険
料
の
特
別
徴
収
に
つ
き

ま
し
て
は
、
介
護
保
険
法
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
平
成
１７
年
２
月
の
皆

様
の
年
金
支
給
日
に
引
き
落
と
し
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
介
護
保
険
料
額
と

同
額
を
平
成
１７
年
４
月
の
年
金
支
給

日
に
特
別
徴
収
（
仮
徴
収
）
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

　
つ
き
ま
し
て
は
、
皆
様
の
年
金
支

給
日
に
大
雪
地
区
広
域
連
合
が
保
険

者
と
し
て
介
護
保
険
料
の
特
別
徴
収

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご

承
知
お
き
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
１０
月
以
降
の
特
別
徴
収
に

よ
る
介
護
保
険
料
額
に
つ
い
て
は
、

７
月
１０
日
に
お
送
り
す
る
「
介
護
保

険
料
額
決
定
通
知
書
」
に
よ
り
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
が
、
仮
徴
収
（
４

月
・
６
月
・
８
月
）
で
納
め
て
い
た

だ
い
た
介
護
保
険
料
額
を
差
し
引
い

た
金
額
を
本
徴
収
（
１０
月
・
１２
月
・

翌
年
２
月
）
で
調
整
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

　
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

大
雪
地
区
広
域
連
合
介
護
保
険
係 

@
８２
ñ
２
１
１
１
（
内
線
５６４
・
５６５
） 

   

   

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

資
　
　
格
　
日
本
国
籍
を
有
し
、
平

成
１８
年
４
月
１
日
現
在
２０
歳
〜
２６
歳

未
満
の
者（
２２
歳
未
満
の
は
大
卒（
見

込
み
含
）
）
で
大
学
院
修
士
学
位
取

得
者
（
見
込
み
含
）
及
び
自
衛
官
は

２８
歳
未
満
の
者
。 

試
験
期
日
　
５
月
２１
日
º
筆
記
試
験

／
５
月
２２
日
∂
操
縦
適
性
検
査
（
飛

行
要
員
の
み
） 

試
験
会
場
　
陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐
屯

地
（
旭
川
市
春
光
町
） 

受
付
期
間
　
４
月
４
日
∑
〜
５
月
１３

日
ª 

問
い
合
わ
せ
先
　
自
衛
隊
旭
川
地
方

連
絡
部
南
地
区
隊
（
@
２４
ñ
０
９
０

４
）
ま
た
は
役
場
窓
口
（
企
画
総
務

課
総
務
係
（
@
８２
ñ
２
１
１
１
）
お

よ
び
小
野
利
昌
相
談
員
（
@
８２
ñ
３

７
３
７
）
ま
で 

        

　
２
月
１１
日
か
ら
３
月
１５
日
ま
で
に

社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
方
は
、次
の
と
お
り
で
す
。 

《
ご
香
典
の
返
礼
に
か
え
て
》 

南
町
３
丁
目
　
丸
谷
　
泰
寛
　
様 

４
　
北
　
区
　
竹
田
　
勝
利
　
様 

南
町
１
丁
目
　
藤
田
　
洋
美
　
様 

北
町
２
丁
目
　
赤
松
美
恵
子
　
様 

東
町
２
丁
目
　
小
林
　
太
郎
　
様 

７
　
南
　
区
　
阿
部
　
　
清
　
様 

《
社
会
福
祉
事
業
へ
》 

４０　
　   

　
区
　
中
原
　
浅
一
　
様 

４０　
　
　   

区
　
中
原
　
京
子
　
様 

  

　
町
民
の
み
な
さ
ん
の
困
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
、
相
談
日
を
設
け
て
毎
月

第
３
木
曜
日
午
後
１
時
３０
分
か
ら
午

後
４
時
ま
で
社
協
相
談
室
で
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。
今
月
の
相
談
日
と

相
談
員
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

       

　
２
月
２３
日
、
東
川
町
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
（
会
長
秋
山
實
）
が
、
第
２

回
全
道
老
人
ク
ラ
ブ
交
通
安
全
推
進

大
会
（
岩
見
沢
市
）
に
お
い
て
、
北

海
道
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。 

　
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
、
高
齢

者
の
交
通
事
故
死
抑
止
や
交
通
事
故

の
減
少
を
図
る
た
め
、
日
頃
よ
り
交

通
安
全
教
室
を
開
催
し
た
り
、
交
通

安
全
講
習
会
等
に
積
極
的
に
参
加
を

し
て
参
り
ま
し
た
。
こ
の
交
通
安
全

に
対
す
る
積
極
的
な
姿
勢
が
高
く
評

価
さ
れ
た
も
の
で
す
。 
      

　
東
川
町
職
員
と
し
て
昭
和
２５
年
３

月
か
ら
平
成
３
年
２
月
ま
で
の
４０
年

１１
ヶ
月
間
、
ま
た
、
平
成
３
年
３
月

か
ら
東
川
町
議
会
議
員
と
し
て
、
平

成
１１
年
３
月
か
ら
は
東
川
町
議
会
副

議
長
と
し
て
計
３
期
１２
年
間
に
わ
た

り
、
町
行
政
の
推
進
と
地
域
の
振
興

及
び
住
民
福
祉
の
総
合
的
な
改
善
発

展
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、

こ
の
度
、
上
田
亮
一
さ
ん
に
北
海
道

社
会
貢
献
賞
（
自
治
功
労
者
）
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。 

２
月
１４
日

に
開
催
さ

れ
た
北
海

道
社
会
貢

献
賞
（
自

治
功
労
者
）
授
賞
式
で
表
彰
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。 

      

　
１
月
２８
日
、
北
町
５
丁
目
の
鷲
見

績
さ
ん
よ
り
、
テ
レ
ビ
を
寄
贈
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
町
で
は
西
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
に
設
置
し
、
使
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。 

   

　
２
月
２８
日
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
写
真
の
町
２０
年

感
謝
の
つ
ど
い
に
訪
れ
た
ñ
尾
田
工

業
代
表
取
締
役
　
尾
田
鉄
男
さ
ん
よ

り
、
「
写

真
の
町
事

業
に
役
立

て
て
く
だ

さ
い
。
」

と
町
へ
寄

付
を
い
だ

き
ま
し
た
。 

     

　
在
北
九
州
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
名
誉
領

事
山
本
徳
行
さ
ん
よ
り
、
ラ
ト
ビ
ア

音
楽
祭
に
参
加
し
た
こ
と
の
あ
る
羽

衣
太
鼓
ジ
ュ
ニ
ア
に
使
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
、
個
人
で
所
有
さ
れ
て

い
た
太
鼓
を
町
に
寄
贈
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

　
羽
衣
太
鼓

ジ
ュ
ニ
ア
で

は
、
各
種
演

奏
会
等
に
お

い
て
使
用
さ

せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。 



昨年の写真甲子園に出場した選手たちより、大会の感想が
寄せられました。 
　今月と来月の2回にわたりお知らせします。 
（写真撮影は立木義浩審査委員長） 

選手：志賀裕一くん（３年）、矢野　紘く
ん（３年）、佐々木天くん（３年） 
監督：和田博之先生（建築） 
◆撮影の時はいろんな人に声をかけ、
みなさんにとても協力していただき
ました。中にはアメリカや台湾の人な
ど日本語が通じないこともありました
が、カメラを向けると笑顔で接してく
れて、写真は言葉の壁を超えた!!なん
て、思ったりしました。 
北海道旭川工業高等学校／志賀裕一
くん 

選手：三浦絵梨香さん（３年）、小松由佳
さん（３年）、芳賀佳子さん（３年） 
監督：伊藤一寿先生（書道・国語） 
◆みんなの写真を見たり、発表を聞いた
りしてとても勉強になりました。これか
ら、それぞれ別々の方向（というより夢？
かな）に向かって行くと思うけど、写真甲
子園での体験や出逢い、思い出が自分
の人生に大きな財産として残ると思い
ます。ホントにありがとうございました。 
秋田県立大館高等学校／三浦絵梨香さ
ん 

選手：熊谷蘭夢さん（３年）、藤原瑞妃
さん（３年）、佐々木香名さん（３年） 
監督：地主道生先生（社会） 
◆和光さんのてるてる坊主のおかげ
で、めちゃくちゃ晴れました。でも暑す
ぎる。北海道はまっすぐな道路が多い
ですネ。いくら歩いても進んでる気が
しない。走ってみても変わらず。でも
景色がきれい！サイコー！でした。人の
よさにも感動です。将来、北海道に住
もうかな。　青森県立青森南高等学
校／佐々木香名さん 

選手：長谷川幸子さん（２年）、吉池恵
美さん（２年）、堀江美恵さん（２年） 
監督：山岸哲生先生（英語） 
◆最初の審査を終えて皆の写真と比
べると、浮いているように感じた。一
生懸命やったつもりだったのに…。そ
れからは、なぜか開き直り、好きなよう
に撮っていた。そのとき初めて写真甲
子園を心から楽しめた。最後の審査
では不思議と自分たちの作品が輝い
て見えた（笑）。千葉黎明高等学校／
吉池恵美さん 

選手：冨田泰介くん（３年）、田口　瞬く
ん（２年）、坂本久美さん（２年） 
監督：高橋　朗先生（国語） 
◆最高のライバルたち。撮影の時は
いいライバル、戦いが終わればいい友
達。みんな優しくて、僕が一人でいる
と必ず誰かが声をかけてくれました。
これはすごくうれしかったです。この
大会で出会えたすべての人に感謝し
たいと思います。最高の思い出をあり
がとうございました。 
埼玉栄高等学校／田口　瞬くん 

選手：星野未早さん（２年）、保坂友紀
さん（２年）、江口あゆみさん（２年） 
監督：田辺千勝先生（工業） 
◆写真甲子園が終わった今、あのハー
ドだった日々が嘘のようだヨ…。あれ
から物の見方が変わって、現像が間に
合わないありさまです…。助けてー！！ 
新潟県立十日町総合高等学校／江口
あゆみさん 

選手：吉澤璃恵さん（３年）、村上　悠
太くん（３年）、伊藤　萌さん（２年） 
監督：常世田　明先生（理科） 
◆大会を通していろいろなことを考
え、そして学んだ。どの高校も本当に
それぞれの世界があり自分たちの写
真にも自分たちが作り出した世界が
あったのだと思うし、参加した高校す
べて、賞では表しきれないよさがでて
いた。きっと写真ってそういうものな
のだと思う。 
和光高等学校／伊藤　萌さん 



保健だより 
お問い合わせ●保健福祉課保健指導係 
【4月分】 
  ８日¤　もぐもぐ教室 申込制 …１３：００～１４：００ 
　　　　 乳幼児健診…………１３：３０～ 

（通知者以外は１４：３０～） 
１２日ÿ　リハビリ教室…………１１：００～１４：３０ 
１４日⁄　乳幼児予防接種 
　　　　 三種混合　　　　  １３：４５～１４：００ 
　　　　 ＢＣＧ　　　　  　   １４：３０～１４：４５ 
　　　　 麻しん　　　　　　１５：１５～１５：３０ 
　　　　 風しん　　　　　　１６：００～１６：１５ 
２０日Ÿ　介護教室……………１３：３０～１５：３０ 
２１日⁄　リハビリ教室（理学療法士による指導） 予約制 
２２日¤　栄養教室（基礎編）…１０：００～１２：００ 
２５日◊　子育て相談 予約制 
２６日ÿ　リハビリ教室…………１１：００～１４：３０ 
２８日⁄　栄養教室（応用編）……９：３０～１２：３０ 
※会場は保健福祉センターです！ 
〈地域子育て支援センター〉 
〈親子遊びの体験教室〉予約制 
  ８日¤　テーマ「小麦粉粘土あそび」…１０：００～１１：３０ 
１５日¤　テーマ「１歳児さんこいのぼり作り」…１０：００～１１：３０ 
２２日¤　テーマ「２歳児さんこいのぼり作り」…１０：００～１１：３０ 
〈遊びの広場〉（毎週月・火・水曜日プレイルーム開放）…９：００～１２：００ 
４日∑・５日∏・６日π・１１日∑・１２日∏・１３日π・１８
日∑・１９日∏・２０日π・２５日∑・２６日∏・２７日π 
※会場は幼児センターです！ 
申込み・お問い合わせ　東川町地域子育て支援センター　@８２－５１００ 

【5月分】 
１０日ÿ リハビリ教室 
１２日⁄ 乳幼児予防接種 
１３日¤ ごっくん教室 
　　　  乳幼児健診 
１７日ÿ 栄養教室（応用編） 
１９日⁄ 元気っ子クッキング 
　　　  ポリオ予防接種 

 
２４日ÿ リハビリ教室 
２５日Ÿ １歳６カ月児健診 
２６日⁄ 親子ふれあい教室 
３０日◊ 子育て相談 
３１日ÿ 栄養教室（基礎編） 

　食事の不適切な摂取、運動不足等によりおこる生活習慣
病は年々増加が見られます。 
　この教室では「自分の健康は自分で守る」を柱に健康に
ついて学習していき、身近な材料を使って調理実習を行い、
バランス・味付け等を確認しながら食生活の見直しと健康を
考える機会とします。（栄養教室は希望する方のみ食生活
改善推進員となる単位を取ることができます。） 
対　　象　健康に関心がある町民の方ならどなたでも 
日　　時　4月２２日ª午前10時～12時30分位まで 
場　　所　保健福祉センター 
内　　容　講話・調理実習・試食・体脂肪測定 
持 ち 物　筆記道具・エプロン・三角巾 
＊ 食材料の１部として参加負担金100円を徴収します。 
申し込み・お問い合わせ　栄養士（@８２－２１１１）まで 

　町では育児に対して悩み、つらさを感じる保護者に対し
子育て支援対策として育児支援家庭訪問事業を行っていま
す。 
　出産後間もない時期等の母親が育児ストレス等の問題に
よって子育てに対して不安や孤独感を抱えている家庭に対
して安定した児童の養育が可能となる支援をします。 
内　　容　家庭内での育児に対する援助、産褥期の母子、 
　　　　　未熟児や多胎児等の家庭に対し育児相談、栄養 
　　　　　相談、簡単な家事援助 
お問い合わせ　詳しくは、保健福祉課社会福祉係（@８２-２１
１１）まで 

　
２
月
１８
日
、特
定
非
営
利
活
動（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）法
人「
子
育
て
ネ
ッ
ト
」等
で
活

躍
さ
れ
て
い
る
白
老
町
在
住
の
中
谷
通
恵
先
生
を
お
迎
え
し
て
子
育
て
フ
ォ

ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
現
在
の
活
動
に
至
る
経
過
や
子
育
て
支
援
、そ
し
て
子
育
て
の
ヒ
ン
ト
な
ど

に
つ
い
て
、具
体
的
に
わ
か
り
や
す
く
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
今
月
は
そ
の
講
演
内
容
を
抜
粋
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。 

子育てフォーラム開催 

「子育てネット」中谷通恵先生の講演 

●
な
ぜ
子
育
て
支
援
の
活
動
に

携
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
か 

　
以
前
小
学
校
教
員
と
し
て
６
年

間
勤
務
。そ
の
う
ち
１
年
生
の
担

任
を
３
年
間
勤
め
る
。６
歳
数
カ

月
の
子
ど
も
と
接
し
て
い
く
中
で
、

一人
ひ
と
り
の
子
ど
も
は
こ
ん
な
に

も
ち
が
う
の
か
、と
感
じ
、そ
れ
は

人
間
が
好
き
、と
い
う
気
持
ち
が

ど
れ
だ
け
育
ま
れ
て
い
る
か
、と
い

う
こ
と
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
を
知

る
。そ
の
頃
は「
お
母
さ
ん
達
、も

う
少
し
愛
情
深
く
育
て
て
よ
！
」

と
い
う
思
い
で一杯
だ
っ
た…

。 

　
や
が
て
、夫
の
転
勤
で
教
員
を

辞
め
、白
老
町
に
移
住
、８
カ
月
の

我
が
子
の
子
育
て
に
専
念
す
る
こ

と
と
な
る
。知
り
合
い
の
い
な
い
土

地
で
い
か
に
子
育
て
が
大
変
か
と

い
う
現
実
に
直
面
す
る
。 

　
い
ろ
い
ろ
な
葛
藤
を
経
て
、「
乳

幼
児
期
の
親
の
交
流
の
場
が
ほ
し

い
」と
新
聞
投
稿
し
、そ
れ
が
き
っ

か
け
と
な
って
育
児
サ
ー
ク
ル
を
立

ち
上
げ
る
こ
と
と
な
る
。そ
こ
で
い

ろ
い
ろ
な
人
た
ち
と
の
出
会
い
が

あ
り
、子
育
て
中
の
親
子
が
孤
立

し
が
ち
な
現
実
を
多
く
の
人
に
知

って
も
ら
い
た
い
と
の
思
い
で
、子
育

て
通
信
を
発
行
。こ
の
通
信
の
投

稿
で
も
様
々
な
出
会
い
や
現
実
を

目
の
当
た
り
に
す
る
よ
う
に
な
り
、

そ
の
後
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
、

父
親
向
け
の
通
信
発
行
、父
親
向

け
の
子
育
て
応
援
ブ
ッ
ク
発
行
、ホ

ー
ムペ
ー
ジ「
コ
コ
キ
チ
ね
っ
と
」の

立
ち
上
げ
、そ
し
て
２
０
０
４
年
に

特
定
非
営
利
活
動（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）法
人

「
お
助
け
ネ
ッ
ト
」の
設
立
に
つ
な

が
って
い
く
。 

●
父
親
向
け
の
子
育
て
支
援
ブ
ッ

ク
に
つ
い
て 

　
発
行
に
携
わ
っ
た
父
親
の
い
き

さ
つ
〜
娘
が
産
ま
れ
る
ま
で
は
男

が
仕
事
と
い
う
意
識
が
強
かった
が
、

あ
る
子
育
て
の
交
流
会
に
参
加
し

た
時
に
、子
育
て
真
っ
最
中
の
母
親

た
ち
か
ら
切
実
な
訴
え
が…

。周
り

の
人
間
は
子
育
て
中
の
母
を
理
解

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と

を
心
か
ら
感
じ
た
。 

　
白
老
町
で
実
施
し
た
子
育
て
ア

ン
ケ
ー
ト
や
北
海
道
で
実
施
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
で
も
、求
め

ら
れ
る
支
援
の
１
位
は
夫
の
協
力

（
配
偶
者
の
理
解
）。た
だ
父
親
も

妻
と
の
関
係
性
や
ど
う
支
え
て
い

け
ば
い
い
の
か
、な
ど
の
悩
み
も
あ

る
こ
と
も
同
時
に
わ
か
り
、ブ
ッ
ク

発
行
に
つ
な
が
って
い
く
。 

●
子
育
て
の
ヒ
ン
ト 

自
立
と
は…

 

・
人
を
愛
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
こ
と 

・仕
事
を
愛
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
こ
と 

０
歳
〜
１８
歳
ま
で
の
成
長
過
程
の

中
で
１０
歳
と
い
う
の
が
キ
ー
ポ
イ
ン

ト
。１
人
の
大
人
と
し
て
尊
重
し

て
い
く
時
期
で
あ
り
、し
つ
け
や
性

教
育
、ま
た
有
能
感
を
育
む
大
切

な
年
代
で
あ
る
。 

有
能
感
と
は 

　「
算
数
は
苦
手
だ
け
ど
走
る
こ

と
は
得
意
だ
よ
」、「
勉
強
は
苦
手

だ
け
ど
人
を
笑
わ
せ
る
こ
と
は
得

意
だ
よ
」 

　
人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
得
意
な
こ

と
が
あ
る
。人
と
比
べ
て
自
分
は
ど

う
な
の
だ
ろ
う
と
周
り
を
意
識
す

る
こ
と
が
１０
歳
頃
か
ら
顕
著
に
な

る
。今
の
時
代
、こ
の
１０
歳
ま
で
に

習
い
も
の
で
劣
等
感
を
も
っ
た
り
、

大
人
の
言
葉
掛
け
で
自
信
を
な
く

し
て
し
ま
っ
た
り
、と
有
能
感
が
押

さ
え
つ
け
ら
れ
て
し
ま
って
い
る
現

状
が
あ
る
。大
人
は
往
々
に
し
て

子
ど
も
の
で
き
て
い
る
こ
と
が
当

り
前
に
な
り
で
き
て
い
る
こ
と
を

見
逃
し
が
ち
に
。 

で
き
て
い
る
こ
と
は
褒
め
て
あ
げ
た

り
、得
意
な
こ
と
は
後
押
し
し
た
り
、

ま
た
励
ま
し
た
り
、さ
と
し
た
り…

が
大
切
。こ
の
有
能
感
が
将
来
の

仕
事
に
結
び
つ
い
て
い
く
も
の
。思

春
期
に
人
間
に
と
っ
て
働
く
と
い

う
こ
と
が
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か

を
伝
え
て
あ
げ
て
ほ
し
い
。 

●
生
き
る
力
を
育
む
た
め
に…

 

心
の
基
地
｜
心
の
甘
え
を
受
け
入

れ
る
、物
欲
は
制
限
、言
葉
に
よ
る

コ
ミュニ
ケ
ー
シ
ョン
、自
分
が
好
き・

家
族
が
好
き
と
い
う
こ
こ
ろ
の
育

み 社
会
力
｜
自
己
中
心
に
な
ら
な
い
、

大
人
と
し
て
の
見
識（
性
・
お
金
・

環
境・メ
デ
ィ
ア・平
和
）公
共
を
担

う
町
民
と
し
て
で
き
る
こ
と
を
行

動
に
移
す
こ
と 

●「
お
助
け
ネ
ッ
ト
」の
活
動 

　
０
歳
か
ら
２０
歳
ま
で
の
子
ど
も

の
健
全
な
成
長
が
保
障
さ
れ
る
地

域
社
会
の
実
現
に
貢
献
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、２
０
０
４
年
３
月

設
立
、４
月
よ
り
サ
ー
ビ
ス
開
始
。

託
児
部・相
談
部・情
報
交
流
部
の

３
部
で
多
彩
な
支
援
を
白
老
町
で

展
開
し
て
い
る
。 

　町では、ふれあいを深め、健康で活力ある豊かな生活を目
ざして、教養や趣味・健康づくりなど、高齢者の方がいきいき
と自分らしさを発揮して学習する、「高齢者学級」を開設い
たします。 
　主な学習内容は、いろい
ろな分野の講演・陶芸や
手芸などの実習・写真や体
力づくり・見学旅行などを
楽しく学び合います。 
　町内にお住まいの60歳
以上の方ならどなたでも「高
齢者学級」に加入できます。 
平成17年度の募集は4月上旬にいたしますので、多くの皆
さんの参加をお待ちしています。あなたもいっしょに学びま
せんか！ 
お問い合わせ先　保健福祉課健康推進係高齢者いきいき
アドバイザー菅原嘉宣@８２－２１１１（内504） 



カタツムリはみんなからカワイ
イといわれる人気者。それな
のにナメクジを見ると、人はど
うして塩をふりかけたがるの
か？背中にカラがあるかない
か、たったそれだけのことな
のに！？ながいながーい年月
をかけて新天地をめざしカラ
を捨てたナメクジは、きっとも
のすごい冒険野郎なのだ。
みんなもナメクジを応援しよう。
ガンバレ！！まけるな！！ 

��

　このコーナーでは、山岳ガイド、旭岳ビジ
ターセンター、自然解説員など旭岳で活躍す
る人たちをリレーして、季節とともに変化す
る旭岳の旬のお便りをお届けします。 

だいせつざんのすがお 
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いろはカルタはかつて正月の室
内遊戯の代表的なものであった。
カルタ遊びを経験しているひと
も多いだろう。百人一首に比べ
てとかく幼稚で低く見られがち
だが、子どもはもとより大人から
も熱烈に支持され、社会のあち
こちで長い間活用されつづけ
てきた３００年もの歴史がある。

本辞典では、著者が収集もしくは知り得た最も古いも
のから現代までの、ことわざを用いたカルタおよび関
連する双六・メンコなどを系統に分類して紹介している。 
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作・絵：三輪　一雄／刊：偕成社 
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ブエナ　ビスタ　ホーム　エンタテイメント 

�®�Y�w�¹ �Æ�»�̄ �ª�Å�å�Ú�~ �Ï�Ã�¦�« ��
– バップ 

大ブームをまき起こした韓国ドラマ「冬
のソナタ」のビデオが入荷しました。初
雪が降る中、自分の婚約パーティーに
向かうユジン。その時、通りの向こうに
見覚えのある顔が。十年前に死んだは
ずの初恋の人ジュンサンだった。彼女
は彼を追いかけるが…。心からユジン
を愛している婚約者サンヒョク、そして
ユジン、ジュンサンの三人が運命に翻
弄されながらたどり着くのは…。（１１８分）
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外
の
景
色
も
す
っ
か
り
春
め
い

て
、さ
わ
や
か
な
季
節
に
な
り
ま

し
た
。こ
の
時
期
に
な
る
と
、な
に

か
し
ら
新
し
い
環
境
に
変
わ
る
方

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

　
道
草
館
も
い
よ
い
よ
４
月
１
日

か
ら
道
内
で
８６
番
目
の
道
の
駅
、

ひ
が
し
か
わ「
道
草
館
」と
し
て

生
ま
れ
か
わ
り
ま
し
た
。 

　「
道
の
駅
」と
は
、長
距
離
ド
ラ

イ
バ
ー
や
女
性
、高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー

が
休
憩
の
た
め
に
利
用
し
た
り
、

道
路
や
地
域
の
情
報
を
発
信
す

る
施
設
で
す
。そ
れ
ぞ
れ
の
道
の

駅
に
は
記
念
切
符
や
グ
ッ
ズ
販
売
、

ス
タ
ン
プ
な
ど
が
設
置
さ
れ
て
い
て
、

そ
れ
を
集
め
る
た
め
に
道
内
の
道

の
駅
を
制
覇
さ
れ
た
方
も
い
る
よ

う
で
す
。 

こ
れ
を
機
会
に
東
川
町
に
も
た
く

さ
ん
の
人
が
来
る
で
し
ょ
う
。東

川
の
素
晴
ら
し
い
所
を
も
っ
と
知

って
も
ら
う
た
め
に
私
達
も
ど
ん

ど
ん
Ｐ
Ｒ
し
てい
こ
う
と
思
い
ま
す
。 

文化交流館は７月から月
曜日も開館しています。み
なさんのご利用をお待ち
しています！ 

ミッキー・ドナルド・グーフィーの仲良し
３人組は、ミニー姫のお城で働いてい
ました。３人の夢はd 三銃士f のよう
な勇敢な近衛銃士になることでしたが、
なにをやっても失敗ばかり。ある日ピ
ート隊長からミニー姫のボディガード
を命じられ、ついにチャンスが。しか
しミニー姫がさわられ、さあ大変。ミニ
ー姫を守るため３人が力をあわせ大
活躍（６８分） 

運
命
と
や
日
課
の
如
く
訪
ひ
く
れ
し
母
と
も
慕
ふ
ひ
と
逝
き
ま
せ
う 

湯
の
宿
で
喜
寿
を
祝
い
し
ク
ラ
ス
会
幼
き
頃
の
名
を
呼
び
合
い
て 

法
を
守
り
て
餓
え
て
死
に
た
る
判
事
あ
り
遠
き
を
憶
ふ
飽
食
の
世
に 

ギ
シ
ッ
ギ
シ
ッ
音
懐
か
し
む
寒
の
夜
あ
れ
は
雪
下
駄
亡
母
の
足
癖 

携
帯
で
何
処
で
で
も
話
の
出
来
る
世
に
我
は
思
い
を
紙
に
し
た
た
む 

特
別
に
欲
し
き
も
の
な
ど
今
は
な
し
唯
こ
の
ま
ま
の
夫
と
の
暮
ら
し
を 

「
二
才
児
よ
、
お
前
も
男
ぞ
」
チ
ョ
コ
を
荷
造
り
つ
バ
ー
様
二
人
に
ん
ま
り
と
す 

酔
う
程
に
涙
で
唄
う
「
海
ゆ
か
ば
」
学
友
の
戦
後
は
今
も
つ
づ
き
て 

も
え
た
ぎ
る
日
輪
沈
む
ビ
ル
上
に
た
し
か
な
る
も
の
得
た
る
心
地
す 

腕
組
み
し
思
案
蛙
の
置
物
を
眺
め
い
て
短
歌
を
考
え
て
い
る 

除
雪
終
え
そ
の
ま
ま
犬
と
散
歩
す
る
年
齢
に
は
勝
て
ず
か
転
倒
し
た
り 

渓
谷
の
岩
か
む
瀬
音
も
幽
奇
め
く
湯
宿
の
友
は
安
き
寝
息
よ 

忘
却
は
む
し
ろ
宝
よ
幾
度
目
か
の
鬼
平
犯
科
帳
夜
を
徹
し
読
む 

向
き
あ
い
て
食
事
の
出
来
る
幸
せ
を
し
み
じ
み
か
み
し
む
退
院
の
夜
は 

閉
じ
こ
も
り
鬱
に
傾
く
心
を
ば
励
ま
し
く
る
る
家
守
る
人
は 

  

見
は
る
か
す
裾
野
に
風
の
光
り
け
り 

人
間
の
水
も
ぬ
く
も
り
光
る
風 

こ
魚
散
っ
て
野
鳥
の
団
欒
風
光
る 

光
る
風
出
掛
け
の
妻
の
切
髪
に 

談
笑
の
人
の
輪
く
ぐ
り
て
風
光
る 

風
光
る
猫
背
の
直
る
心
地
し
て 

春
嵐
書
棚
に
黒
き
乱
歩
集 

素
焼
鉢
の
梅
ほ
こ
ろ
び
て
年
女 

わ
が
生
れ
故
に
い
と
し
き
弥
生
か
な 

卒
業
期
胸
の
真
ん
中
疼
き
だ
す 

　
の
締
め
緒
の
あ
か
し
杣
親
子 

藤
田
　
洋
美 

日
浅
　
圭
一 

山
本
　
敏
雄 

小
林
　
富
久 

紙
谷
　
正
己 

馬
場
　
正
三 

渡
邊
　
　
雄 

阿
部
　
　
清 

瀧
本
　
雅
博 

谷
　
　
正
充 

　
生
ま
れ
た
子   

　 

父     

　 

母    

　  

行
政
区 

�S
�X
�•
�ˆ��

　
亡
き
人    

　
歳       

届
出
人     

　   

行
政
区 

落
合
　
千
鳳 

船
元
龍
之
輔 

高
橋
　
沙
彩 

後
藤
　
永
愛 

富
田
　
紘
生 

都
築
　
優
花 

藤
田
　
陽
久 

日
浅
　
　
　 

山
本
ス
ミ
子 

小
林
ム
ラ
子 

紙
谷
　
正
一 

馬
場
ヨ
シ
ヱ 

渡
邊
　
ト
ヨ 

阿
部
　
嘉
子 

瀧
本
堅
三
郎 

谷
　
奈
於
登 

南
町
１
丁
目 

東
町
２
丁
目 

２

東

区

 

東
町
２
丁
目 

４０
　
　
　 

区 

２３
　
　
　 

区 

東
町
３
丁
目 

７

南

区

 

６

東

区

 

１５
　
　
　 

区 

広

暁

 

紀

俊

 

訓 崇 
広

昭

 

真

人

 
１７
区
西
町 

１７
　
　
　
区 

１２
　
　
　
区 

１１
　
　
　
区 

３４
　
　
　
区 

１１
　
　
　
区 

衣

香

 

奈
々
恵 

恵 

明

子

 
直

子
 

千

佳
 

９６ ７８ ６９ ７７ ６３ ９４ ８９ ８０ ９２ ５７ 

�]
�A
����

遠
藤
　
一
夫 

加
藤
夕
紀
子 

｝ ２７　
　
　
区 

中
竹
　
英
仁 

奥
　
か
お
る 

｝ 

小
林
　
哲
也 

楠
　
奈
々
子 

｝ 東
町
１
丁
目
 

１７
区
西
町
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３
月
１６
日
、北
海
道
日
本
ハ
ム
フ

ァ
イ
タ
ー
ズ
代
表
取
締
役
社
長
今

村
純
二
さ
ん
と
同
広
報
部
長
畑
野

熊
夫
さ
ん
が
東
川
町
を
訪
れ
、旭

岳
で
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
優
勝
祈
願
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
優
勝
祈
願
は
、町
、Ｊ
Ａ
ひ
が
し

か
わ
、東
川
町
観
光
協
会
、東
川
町

商
工
会
、東
川
町
建
設
業
協
会
で

組
織
す
る「
町
民
が
選
ぶ
月
間
Ｍ

Ｉ
Ｐ
賞
実
行
委
員
会
」が
主
催
し

た
も
の
で
す
。白
銀
の
世
界
に
包
ま

れ
た
北
海
道
最
高
峰
旭
岳
に
、多

く
の
白
星
と
ペ
ナ
ン
ト
レ
ー
ス
の
頂

点
の
願
い
を
込
め
、旭
岳
ロ
ー
プ
ウェ

イ
姿
見
駅
に
て
、今
村
社
長
を
は

じ
め
、板
谷
重
徳
農
協
組
合
長
、浜

辺
啓
観
光
協
会
長
、藤
田
裕
三
建

設
業
協
会
長
、山
本
衛
旭
岳
温
泉

観
光
協
会
長
、庄
内
孝
治
後
援
会

長
ら
が
参
加
し
、フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の

今
シ
ー
ズン
の
優
勝
を
願
い
ま
し
た
。 

 

�®
‡�‡�X�“�̄ ��
�q�è�•���i	2�è �¢�É� �½�ß�”�̈ �  �Å�£��



�Þ	E�½�J�å�w	����V	Í�z 
��±
ÿ�n�q	Z
\�~ �®�b�~ �8�Ö�~�8 	Z�w
ÿ�n�x�°�•� �̀s�M�\�q�U�K�“ �‡�b�{ ��

�Š�½�w�¹�n�t�x�z �G�~� �ï�«�›�–�;� �̀o�M�‡�b�{ ��
�‡�h�;�́ �t�x �6
\�´ �¢�
 �� ���Ë�£ �›�–�;�̀�o�M�‡�b�{ ��


��y�±�—���
������
� �¢
²�D
z ��
��£ �z�‰�—���
������
��¢
²�D
z�Ú��
��£ �z	•�—���
������
� �¢
²�D
z ��
��£ ��

H�3
:�—���
�������• �¢
²�D
z ���•�£ �z	Z
\�—��
��z �®�b�—��
��z �8�Ö�—����
��z �8 	Z�—����
��y �²���D�����Ô�q�O�³ ��
��������

�~�”�^�q�s�Z��

�y
�Ì
�¸
��
� 
�Ù
�/
�w
�$
	�
�p
�K
�”
�z
�j

�-
�$

Œ

\
�x
�Ï�ç

¯
�J
�q
�`
�h�é
�ð
�J
�s
�ê

�‹
�¯
�s
�–
�M
�M
�i
�q
�¥
�O
�U
�Ï�ð
�J
�w

�K
�”

¯
�q
�p
�K
�”
�Ù
�è
�q�ç
�ð
�J
�s
�Ô
�Š

� 
�è�w
�‡
�Q
�U
�V
�p
	\
�‚
�o
�S
�’
�•
�”
�Ð

�\
�•
�t
	j
�Q
�o
�ç
	f
�s
�~
�•
�è
�q
�‡
�ó
�o

�ˆ
�h
�w
�p
�Ï�™
�w
�K
�”
�q
�\
�–
�›
�S
�o
�`

�&
�M
�h
�M
�Ð
�Š
�R
�x
�•
�x
�“
�ç
	f
�w
�~
�•
�è

�p
�K
�–
�O
�U
�Ù
�Ð��

�y

«
�<
�•
�Ù
�\
�‡
�M
�p
�K
�”
�Ð�»
�å
�J
�w

�‚

+
�•
�p
�Ï�z
�‚
�“
�p
�x
��
�è
�•
�M
�p

�Y
�B
�t
�‚
�Ø
�w

«
�›
�Â
�ó
�h
�@
�T
�’
�ü

�“
	Í
�[
�”
�w
�p
�Ï
«
�<
�•
�q
�x

Y
�t
�Ð
�ý

�»
�æ
�w
�•
�p
�K
�“
�Ï�Å
�“

a

¼
�w
�P
�‰
�q

�^
�•
�”
�Ð
�Ô
�Š
�‚
�•
�z
� 
��
�8
�t

ü

Í

�`
�Ï�»
�å
�‘
�“
	–
�^
�X
�Ï�ž
� 
�È
� 
�t
��

�R
�`
�h
�q
�‹
�M
�˜
�•
�”�ç
�T
�œ
�T
�M
�è
�q
�M

�O
�z
�|
�Ê
�w
�M
�U
�Š
�“
�p
�x
�è
	¶
�q
�‹

�M
�˜
�•
�”
�Ð��

�y
�á

«
�<
�•
�‹
�K
�ó
�o
�Ï�ç
�•
�q
�x
�‡
�h
�°

�¯
�j
�U
�ó
�h
�á

«
�<
�•
�i
�‘
�è
�Ï�ç
�Ø
�Š

�y
�Ø
�‰
��
�¯
�Ú
� 
�‹
�M
�M
�¯
�i
�s
�è
�q

“


+
�›
�b
�b
�“
�s
�U
�’
�Ï�{
�M
�¯
�Ú
� 
�t
�T

�a
�“
�m
�M
�h
�•
�µ
�©
�Ó
�p
�w
�.
�Ã

›
�ˆ
�Ð

�ˆ
�å
�w
�;
�•
�t
�s
�ˆ
�•
�<
�—
�p
�q
�ù
�`

�h
�Ì
�w
�H
�°

`
�x
�ç
�S
�“
�M
�t
�×

ü
�w
�Ã

�i
�‘
�s
�è�p
�K
�ó
�h
�Ð��

�y

«
�<
�•
�ü
�y�°
�m
�w
�@
�›
�y
�{
�h
�‡
�‹

�“�Û
�Û
�¥
�Ü�p
�K
�“
�Ï�á

«
�<
�•
�y
�Ã
�ê

�Q
�w
�K
�”
�y
�÷
�q
�T
�s�Û
�°
�Œ
�y
�Ü�q
�¥

�M
	Z
�b
�w
�‹
�Ï�¯
�Ú
� 
�w
�¯
�U
�h
�•
�’
�•

�s
�M
�T
�’
�p
�K
�–
�O
�Ð�Û
�Û
�¥
�ã

�
�•
�¥
�Ü�Ð��

�y
�f
�O
�M
�Q
�y
�Ï
«
�<
�•
	K
�‹
�‡
�h
�ç
	f

�s
�¯
�è
�q
�`
�o
�»
�å
	K
�t
	‰
�”
�q
�‹
�¼
�’

�s
�M
�S
�~
�X
�–
�w
�¯
�p
�K
�“
�Ï�~
��
	K
�y

�j
�~
�k
�~

«
�<
�•
�y
�z
�<
�æ�Û
�Y
�î
�Ü�p
�K

�–
�O
�Ð��

�y
�¬
�•
�Ù
�˜
�T
�^
�W
�p
�K
�”
�Ð
�©
�ÿ
�¢
�æ

�¢
�¦
�J
�w
	–
��
�•
�p
�Ï�Y
�B
�w
�„
	ª
�t
�@

�›
�K
�Z
�o
�ü
�“
	Í
�[
�”
�»
�¯
�U

�
�>
�›

�z
�|
�Ï
Y
�t
�Y
�w

é

ú
�»
�f
�w
�‹
�w
�q
�M

�Q
�‘
�O
�Ð
�?

+
�¬
�Û
�‚

+
�›
�v

+
�U
��

�a
�“
�ù
�O
�à
�¬
�Ü�T
�’
�v

+
�¬
�t
�b
�ˆ
�Ï

�z
�‚
�“
�T
�’
�Ý
	-
�t
�¸
�”
�¤
�•
�w
�„
	ª

�t

\
�	
�b
�”
�¬
�•
�x
�Ï
�y
�~
�y
�~
�i
�•
�s

�r
�w
��
�Ê
�‹
�K
�“
�Ï�y
�q
�‘
�X
�Å
�o
�M

�”
�q
�‹
�M
�˜
�•
�”
�Ð��

�y
�¬
�•
�w
�y
�Ó
�v
�™
�”
�3
�w
�y
�x
�\
�y

�”
�”�Û
�~
�—
�Ü�p
�K
�“
�Ï�¬
�•
�w
�y
�1
�€
�’


Á
�‘
�q
�y
�„
�w
�z
�>�Û
�ƒ
	8
�Ü�p
�K
�”
�Ð��

�y
�f
�O
�M
�Q
�y
�Ï�h
�ä
�„
�p
�w
�M
�h
�‡
�`

�M
�Ä
�‚
�›
�¥
�O
�t
�m
�Z
�o
�‹
�Ï
«
	Í
�p
�w

�ü
�“
�t
�x
�æ
�t
�x
�æ
�›
�Ö
�•
�o
�¸
�`
�ˆ

�h
�M
�‹
�w
�p
�K
�”
�Ð�f
�O
�p
�s
�M
�q
�Ï�˜
�T

�^
�W
�t
�y
�„
�w
�Š
�X

�
�w
�y
�Ï
�T
�s�Û
�ª

� 
�à
�Ü�q
�x
�s
�’
�s
�M
�T
�’
�p
�K
�”
�Ð��

�y
	_
��
�•
�Ù
�t
�`
�œ
�p
�K
�”
�Ð
�¡
�œ
�p

�È
�w
�×
�X
�Ï
Y
�t
	_
�›
��
�[
�”
�•
�p
�Ï�®
�~

�¡
�~
�T
�r
�M
�˜
�`
�s
�q
�‹
�M
�˜
�•
�o
�M
�”
�Ð��

�y
�®
��
�R
�y

j
�0
�‹
	_
�‹
�y
��
�X
�s

�“�Û
�±
�Ë
�Ü�q
�s
�ó
�o
�x
�M
�h
�U
�Ï�Ù
�å
�‡

�h
�s
�!
�w
�¹
�`
�U
�_
�Q
�o
�Ï�6
�|
�ç
	f
�s

�¯
�è
�U

Ë
�”
�w
�T
�‹
�Œ
�•
�s
�M
�‘
�O
�p
�K

�”
�Ð��

�y
�f
�O
�M
�Q
�y
�Ï
ò

ê
�V
�0
��
�w
�b
�<

�t
�¶
�å
�æ
�~
�c
�ó
�`
�“
�•
�’
�<
�U
�ó
�h
�ç
�‰

�V
�Ç
�³
�ï
�è
�w
�S

@
�m
�x

’
�¯
�¬
�:
�i
�ó

�h
�`
�Ï�Ç
�³
�ï
�î
�w
� 
�›
�w
�«
�¯
�x
	ï
�I

�›
� 
�ó
�h
�`
�Ï�f
�`
�o�ç

:
�w
� 
�q

(
� 
�è

�x
�f
�•
�g
�•
�w

é
�¯
�p
	ï
�N
�›
�Ð
�˜
�`

�h
�U
�Ï��
�x
�ç

:
�w
� 
�è
�‹
�ô
�A
�s
�³

¼

�q
�s
�ó
�o
�M
�”
�w
�p
�K
�”
�Ð��

�y
�ç
�?
	�
�q
�È
�A
�`
�h
�F
	�
�p
�á
�œ
�i

�Ç
�³
�ï
�›
�Ï�ú
�p

�
�…
�^
�•
�h
� 
��
�8

“


ê
�w
�\
�–
�U
�è
�t

Ô
�T
�•
�g
�è
�Ï�ç

�
�=

�V
�®
�q
�Ñ
�©
�w
�ý

ú
�x
��
�p
�‹

‰
�t
�’
�ó

�o
�M
�”
�e
�è
�q
� 
�“
�ù
�O
�w
�x
�ƒ
�q
�p
�w

�ù

(
	–

Ð
�h
�j
�Ð
�®
	®
�X
�y
��
�t
�y
�“

�h
�“
�y
�Ô
�Š
�•

$
�Û

_
�Ü
�‹
��
�x
�è
�‹

��
�‹
�Á
�M
�Z
�•
�r
�Ï�®
�š
�<
�•
�§
�å
�¦
�­

�w
�N
�›
�_
�	
�b
�”
��
�U
	f
�q
�¥
�O
�U
�Ï��

�^
�o
�Ù
�Ð��

�Û
�i
�Ü
�·
�T
�™
�$
	B

•
�ó
�»��


Œ
�y
�‘
�y
�y
�y
�‰��

�¡ � è � ý � ~ � • � ¡� �

�s
�g
�’��

�‹
�a��

�^
�Z��

�h
�’��

�„
�`��

�b
�”
�Š��

�T
�Š��

�j
�T��

�X
�V��

�‘
�ˆ
�U��

�•��

�O
�‡��

�t
�W��

�«
�å
�µ��

�f��

�O
�ˆ��

�t
�S
�M��

�]
�q��

�Û
�M
�Ü��

�a
�õ
�œ
�M��

�]
�h��

�s���Ð
�Ð
�Ð
�Ð��

�Ð
�Ð
�Ð��

�Ð
�Ð
�Ð
�Ð��

�Ð
�Ð
�Ð
�Ð
�Ð��

�Ð
�Ð
�Ð��

�y

�Ô

�y

�Ô

�y

�Ô

�y

�Ô

�y

�Ô

��

�y

�·

�·

�·

�·

��

�y

�Ô

�y

�Ô

�y

�Ô

�y

�Ô

�y

�Ô

��

�Ô��

�Ô

�Ô

�Ô

�Ô

��

�Ô

�Ô

�Ô

��

�Ô

�Ô

�Ô

��

�Ô

��

� Ô � �� · � �


